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Greg Mackie：1970年 代 に 初
のバンド向けの実用的なミキサー
を 開 発 製 造 す るTAPCO社 を 設
立。1990年、自身の名前を冠した
Mackie Designs 社 を 設 立し、限
られたミュージシャンもベテランの
プロも納得する、ライブでもレコー
ディングでも使用できる、真に革新
的なミキサー製品を多数リリース。
2002年に同社から退き、以降は自
身用や依頼を受けたミキサー設計
で多忙の日々を送っている。
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Greg Mackieよりあなたへ
私は 40 年以上にわたり、ミキサーの設計に携わってきまし

た。数年前、コンパクトなオールデジタルのミキサー開発にも

関わりました。その後しばらく、私はそのミキサーをライブ・ミ

キシングの現場で使っていました。その現場にはタレント発掘

系のイベントや、オープンマイク・イベント、対バン形式で3 バ

ンドが演奏するライブハウスもありました。そうした各現場で不

可避なのは、フィードバックとの闘いでした。出演者はどれも初

めてミックスするグループですし、マイクの取り扱いを分かって

おらず、声の小さなボーカリストがいたり、マイク3 本を使うグ

ループの次は 16 本使うグループ

が登場したりといった具合で、果

たして全部のマイクでフィードバッ

ク対策できたのか、自分でも覚えられないくらいでした。

その時に気付いたのは、デジタル式のユーザー・インター

フェイスだと設定の変更や修正に手間取ってしまうということ

でした。とにかくメニューを開いたりスクロールしたり手間が多

すぎるんです！その反面、EQ やエフェクト、プリセットが使える

点は、デジタルの大きなメリットですね。

SoundLink は、Peter Wattsと私が考えた、アナログとデ

ジタルのハイブリッド・ミキサーというコンセプトをコルグが高

度に実現したモデルです。ライブ・ミキシング時にとかくありが

ちな突発事態にすぐ対処できるアナログの良さと、パワフルな

高品位デジタルが 1 台の中で両立したミキサーが、このモデル

です。

ようこそ…私達が自信をもってお勧めします。

Peter Watts：イギリス・ロンドン
出 身。Trident Audio 社 に18年

（うち10年はR&D部門の責任者
として）勤務し、ハイエンドのアナ
ログ・ミキサーの設計、製造、テス
ティングに携わる。その後アメリカ
に 渡り、Mackie Designs社で開
発部門副社長とデジタル・ミキサー
等のチーフ開発者として7年間勤
務。2003年、プロオーディオ製品
の設計会社Stonepower社を設
立し、多数のブランドとのプロジェ
クトに携わっている。

良い選択をしましたね。
この度はコルグ SoundLink MWミキ
サーをお買い上げいただき、誠にあり
がとうございます。本製品の主な特長
は、次の通りです：

•	 ミキ サ ー 開 発 の レジェンドGreg Mackieと
Peter Wattsとの共同開発による真のハイブ
リッド設計。

•	 24 ｘ 8 ｘ 2（MW-2408） と16x8x2（MW-
1608）の2モデル。

•	 Peter Watts設計のHiVoltマイク・プリアンプ
を搭載：同価格帯のプリアンプを超える余裕の
ヘッドルーム（±16.5Vの内部電圧：モノ/ステ
レオ・チャンネル）を実現。

•	 THD=0.004%を 誇 るVelvel Sound™ 製
AD/DAコンバーターを採用。

•	 L/Rモニター、6.35mm+XLRメイン・アウト、
8系 統 のグ ル ープ・アウト（6.35mm）、4系
統のAUXアウト（XLR）、2系統のミュージシャ
ン・ヘッドフォン・アウト（AUX3/4とリンク：
6.35mm）、ヘッドフォン・アウト（フロントパネ
ル）、ステレオUSBアウトを装備。

•	 8系統のモノまたは4系統のステレオ独立バス・
アウトを装備（完全8バス設計）。

•	 2セットの独自モニター・ミックスを作成可能な
ミュージシャン・ヘッドフォン・モニター・セクショ
ン。

•	 クラス初のミュート・グループ機能を搭載：ス
テージ出演者のチャンネル使用数に応じて、
様々なインプット・チャンネルのコンビネーショ
ンを瞬時に設定/リコール可能。

•	 モノ・チャンネルにはPeter Watts考案の3バ

ン ド EQ（HI=12kHz、MID=250Hz-5kHz可
変、LO=100Hz）を装備。ステレオ・チャンネ
ルには4バンドEQ（HI、HI MID=2.5kHz、LO 
MID=250Hz、LO）を装備。

•	 デジタル・セクションには、Peter Watts開発の
コンプレッサー、リミッター、ノイズ・ゲートを搭
載。すべてエディット/リコール可能。

•	 ユニークな9/31バンド・パラグラフィックEQ
を3系統搭載。31バンドから9バンドを抽出し
て使用可能。

•	 コルグ製の32ビット・デジタル・エフェクトを
20種内蔵。10種類を同時使用でき、エフェクト
のエディット/リコールが可能。

•	 フットスイッチによるエフェクト・コントロールが
可能。

•	 トークバック内蔵（L/RまたはAUX1-4に送出
可能）。

•	 Peter Watts開発のものからヒントを得た、ラッ
クマウント機グレードのワンノブ式コンプレッ
サーを全マイク・チャンネルに装備。

•	 クラス最高レベルのオートマティック・フィード
バック・コントロールを搭載。

•	 USBステレオ・アウトプット/インプットを装備。
レコーディング・アウトやバックトラックの入力と
して使用可能。

•	 フットスイッチ（オプション）使用可能。

•	 スピーカー・アウト（L/Rとモニター・アウト）に
はすべてＸＬＲ端子を装備、ブレイク・スイッチ、
3.5mmステレオ・インプット等、使いやすさを
重視した設計を採用。

•	 スムーズかつ長寿命のALPS®製フェーダー、ノ
ブを採用。

•	 19イ ン チ・ラッ ク に マ ウ ント 可 能（MW- 
2408）。
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インプット・チャンネルのゲインが低
すぎると、そのチャンネルの入力信
号がない時にノイズが混入しやすく
なります。

ゲインが高すぎると、入力信号が大
きくなった時に歪みが生じて割れた
ような音になります。
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重要！最初に正しい入力レベルを設定しましょう 

Operating Manual - nX, nXe, and nXp Power Amplifiers
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WARNING:  THIS  APPARATUS  MUST  BE  EARTHED

Important Safety Instructions
Consignes de sécurité à lire attentivement

The lightning flash with arrowhead symbol, within an equilateral triangle, 
is intended to alert the user to the presence of uninsulated "dangerous 
voltage" within the product's enclosure that may be of sufficient magnitude 
to constitute a risk of electric shock to persons. The exclamation point 
within an equilateral triangle is intended to alert the user to the presence 
of important operating and maintenance instructions in the literature ac-
companying the device.

Le symbole de la flèche dans un triangle équilateral symbolisant la foudre 
est prévu pour sensibiliser l’utilisateur à la présence de tension de voltage 
non isolée à l’intérieur de l’appareil. Elle pourrait constituer un danger de 
risque de décharge électrique pour les utilisateurs. Le point d’exclamation 
dans le triangle équilatérale alerte l’utilisateur de la présence de consignes 
qu’il doit d’abord consulter avant d’utiliser l’appareil.

1.  Read these instructions.
2.  Keep these instructions.
3.  Heed all warnings.
4.  Follow all instructions.
5.  To reduce the risk of fire or electric shock, do not expose this 
apparatus to rain or moisture.
6.  Do not use this apparatus near water.
7.  Clean only with dry cloth.
8.  Do not block any ventilation openings. Install in accordance with 
the manufacturer’s instructions.
9.  Do not install near any heat sources such as radiators, heat 
registers, stoves, or other apparatus.
10.  Do not defeat the safety purpose of the polarized or grounding-
type plug. A polarized plug has two blades with one wider than the 
other. A grounding type plug has two blades and a third ground-
ing prong. The wide blade or the third prong are provided for your 
safety. If the provided plug does not fit into your outlet, consult an 
electrician for replacement of the obsolete outlet.
11.  Protect the power cord from being walked on or pinched par-
ticularly at plugs, convenience receptacles, and the point where they 
exit from the apparatus.
12.  Only use attachments/accessories specified by the manufac-
turer.
13.  Use only with the cart, stand, tripod, bracket, or table specified 
by the manufacturer, or sold with the apparatus.  When a cart is 
used, use caution when moving the cart/apparatus combination to 
avoid injury from tip-over.
14.  Unplug this apparatus during lightning storms or when unused 
for long periods of time.
15.  Refer all servicing to qualified service personnel. Servicing is 
required when the apparatus has been damaged in any way, such as 
power-supply cord or plug is damaged, liquid has been spilled or ob-
jects have fallen into the apparatus, the apparatus has been exposed 
to rain or moisture, does not operate normally, or has been dropped.

1.  Lisez ces instructions.
2.  Conservez ces instructions.
3.  Observez les avertissements.
4.  Suivez ces instructions.
5.  Pour réduire le risque de feu ou la décharge électrique, ne pas 
exposer cet appareil pour pleuvoir ou l'humidité.
6.  Ne pas utiliser l’appareil près de l’eau.
7.  Le nettoyer à l’aide d’un tissus sec.
8.  Ne pas bloquer les ouvertures de ventilation, installer selon les 
consignes du fabricant.
9.  Eloigner des sources de chaleur tel: radiateurs, fourneaux ou 
autres appareils qui produisent de la chaleur.
10.  Ne pas modifier ou amputer le système de la mise à terre. Une 
prise avec mise à terre comprend deux lames dont  une plus large 
ainsi qu’une mise à terre: ne pas la couper ou la modifier. Si la prise 
murale n’accepte pas la fiche, consulter un électricien pour qu’il 
remplace la prise désuète.
11.  Protéger le cordon de secteur contre tous bris ou pincement qui 
pourraient l’endommager, soit à la fiche murale ou à l’appareil.
12.  N’employer que les accessoires recommandés par le fabricant.
13.  N’utiliser qu’avec les systèmes de fixation,chariots, trépied ou 
autres, approuvés par le fabricant ou vendus avec l’appareil.
14.  Débrancher l’appareil lors des orages électriques ou si inutilisé 
pendant une longue période de temps.
15.  Un entretient effectué par un centre de service accrédité est 
exigé si l’appareil a été endommagé de quelque façon: si il a été 
exposé à la pluie,, l’humidité ou s’il ne fonctionne pas normalement 
ou qu’il a été échappé.

レベル設定をシンプルに行える
10の手順
この手順は目次やシグナルフローの図
やミキサーの各部をご紹介する前にご
紹介したいほど最高に重要なもので
す。これこそが間違いのない手順です！

各インプット・チャンネルの GAINノブ
を正しくセットできれば、音が歪まない
範囲でのヘッドルームを最大に稼ぐこ
とができ、ノイズを最低限に抑えること
ができます。

必要なもの：

•	 MW-2408/MW-1608

•	 入力ソース：マイク、ギター、ドラ
ム、キーボード、音楽プレイヤーな
ど、ミキシング中に取り扱うもの。

•	 各種ソースからミキサーまでの正
しい接続（後述）。

•	 �モニター・スピーカーまたはヘッド 
フォン。

では始めましょう。

�①　SoundLinkミキサーをコンセン
トに接続します。

②　モニター・スピーカーをSoundLink 
ミキサーのリアパネルにあるMAIN OUT

（1a）ま た はMONITOR OUT（1b）端
子に接続します。または、ヘッドフォンを
PHONES端子（1c）に接続します。

③　チャンネル１から作業をスタート
します。

④　 チャン ネ ル １ の PAN、COMP、
４ つ の EQノブ す べ てを センター 位
置（ 時 計 の １ ２ 時 の 位 置 ）に 合 わ せ 
ます。
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Avoid 
ever 
lighting 
the red
LED.

2 3

2 3

赤LEDが
点灯しないよ
うに
します。
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各チャンネルのレベルは、
そのチャンネルのPFLボ
タンを押すことでいつで
もチェックでき、必要に応
じて再調整できます。

�⑤　�マイクまたはその
他のオーディオ・
ソースをチャンネ
ル1のMIC IN 端
子に接続します。

�⑥　�ミキ サ ー の リア
パ ネ ル に あ る
POWERスイッチ
をON に し て か
ら、モニターやア
ンプ 等 の 電 源 を
入れます。

⑦　マイクに向かって歌ったり、接続
した楽器等をライブ本番と同様の音
量で演奏したりします。

⑧　チャンネル 1 の PFL（プリ・フェー
ダー・リッスン）ボタンを押します。す
ると、ボタンのすぐ上の LED がオレン
ジに点灯します。

⑨　ミキサー の 本 体
パネル右側にあるメイ
ンのレベルメーターを
見ながら、チャンネル
1のGAINノブを時計回りに回し、メー
ターが頻繁にではなく、時 「々0」を少
し超えるレベルにします。

⑩　OK、ここで少し残念なニュース
を：この作業は必要なチャンネルすべ
てで繰り返さなくてはなりません。

		�  ひょっとしたらご存知かも知れま
せんが、この一連の作業のこと
をサウンド・チェックと言います。
ライブの開場前に現場へ入り、
その日のライブで使用する全楽
器、全マイクのレベルを1つずつ
調整します。

	�	�  でもグッド・ニュースもあります：
レベル調節が正しくできれば、お
使 い のMW-1608/MW-2408
はヘッドルーム最大、ノイズ最小
のベスト・セッティングとなり、あ
とはミックスするだけの状態にな
ります。

		�  このステップは本当に意味のあ
るものなんです！

レベル設定10の方法

マイクに向かって「チェック1、2、3」と言いな

がらレベル設定をするのは、実はあまり意味

がありません。実際に歌ってみたり、楽器で

あれば実際のフレーズを本番と同じ音量で

演奏したりしてレベルを合わせたほうが確

実です。

本番と同じ強さでシンバル、タム、キックを叩

く、ギターを弾く、サックスを吹く、キーボー

ドも音盤と同じ音量で弾くことが大切です。

その意味はお分かりですよね？

望ましいレベル
のレンジ
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目次

ビギナーの方は…
…本マニュアル全体をよくお読みくだ
さい。本マニュアルは、技術的な専門
用語はなるべく避けて、他のミキサー
のマニュアルには書かれていないよう
なことについても触れています。

ビギナーがやってしまいがちなミスの
最大は、時間の節約、問題の解決、ベス
トなサウンドに仕上げる方法といった
各種メリットを採り入れないことです。

次に大きなミスと言えば、最初に正し
いレベル調節をしないことでしょうか。

本マニュアルをよくお読みになること
で、最高のサウンドを作り出していただ
ければ幸いです。そのためにも、ぜひ
お読みください！

経験者の方は…
…SoundLink には、同価格帯の他の
ミキサーでは見られない機能や、ちょっ
としたヒネりの利いたものが入ってい
ます。「あーそれ知ってるよ」という方
のために、目次にはそうしたものにこ
のようなマークを付けておきました…

Greg Mackieよりあなたへ.....................3

いきなりリアパネルから始めるのはなぜ？

..............................................................8
POWERスイッチ......................................... 9
電源コネクター........................................... 9
48V MIC PHANTOMスイッチ................... 9
モノ・インプット・チャンネル.......................... 9
ステレオ・インプット・チャンネル................... 9
USBインプット/アウトプット......................11
USBイン...................................................11
USBアウト................................................11
フットスイッチ端子....................................11
トークバック・インプット.............................11
メイン・アウト............................................12
モニター・アウト........................................12
グループ・アウト（サブバス）.......................12
AUXアウト...............................................13
ミュージシャンズ・ヘッドフォン....................13
チャンネル25-26（MW-1608は17-18）、
ヘッドフォン端子.......................................13

モノ・チャンネル・ストリップ................... 18
GAINノブ.................................................18
COMPノブ&インジケーター......................18
EQ（イコライザー）、モノ・チャンネル...........19
AUXセンド...............................................21
AUX PREスイッチ....................................21
FXセンド..................................................21
PAN.........................................................22
MUTEボタン/インジケーター....................22
OL（オーバーロード）LED..........................22
-20LED...................................................22
バス・アサイン・スイッチ.............................22
チャンネル・フェーダー..............................22

モノ・チャンネルとの相違点................... 23

モノ・チャンネルとの共通点................... 23
PFLボタン/インジケーター........................23
SOURCE MIC/LINE（ステレオ）...............23
MID EQ（ステレオ・チャンネル）.................24
EQに関するさらにいくつかのティップス....24
ミキシングに関する読み物.........................24

マスター・コントロール・セクション........ 25
AUXマスター...........................................25
AFLボタン&インジケーター.......................25
ミュージシャンズ・ヘッドフォン....................25
伝統的なモニター・ミックスとその改良.......26
TALKBACK..............................................26

FX MASTERセクション........................ 27
メーター・セクション..................................27
STEREO INノブ........................................27
MONITORセクション...............................27
BREAKボタン/インジケーター..................28

グループ・マスター・セクション.............. 28
MAIN MIX（L/R）フェーダー....................28
ミュート・グループにするチャンネル選び....29
バンドのミキサー上の選択........................29

「ボタン押しまくり法」によるミュート・グループの
作成.........................................................29

あなたを助けるミュート・グループ......... 30
「ボタン押しまくり法」に代わる方法............30
ミュート・グループのプログラム.................31

「ハード・ミューティング」...........................32
ミュート・グループの作成...........................32
ミュート・グループの内容変更....................33
ミュートとミュート・グループの組み合わせ.34
ミュート・グループの保存と呼び出し..........35

デジタル・エフェクト（DFX）................... 36
DFXのタイプ選択.....................................36
デジタル・エフェクトをかける.....................37
エフェクトのエディット...............................37
TAPボタンでディレイ・タイムを設定する.....38
デジタル・エフェクトの設定を保存する.......38
エフェクトのプリセットを呼び出す .............39
おいおい、これエフェクトじゃないじゃん！...39
SoundLinkシグナル・プロセッシング........40

EQUALIZATION................................ 40
FEEDBACK SUPPRESSOR.....................40
ダイナミクスの設定を保存する..................43
ダイナミクスのプリセットを呼び出す .........43
EQタイプの選択.......................................45
9バンドEQの調整（Wideモード）...............46
NarrowモードEQ（31/9バンド）の調整....47
NarrowモードEQの調整（つづき）............48
EQのセッティングを保存する.....................49
EQのセッティングを呼び出す....................49
EQセッティングを呼び出す（つづき） .........50
フィードバック・サプレッサーのルーティング設定	
51
フィードバック・サプレッサーの状態をロックする	
52

グローバル・メニュー............................ 53
グローバル・シーンの保存.........................53
グローバル・シーンの呼び出し...................54
ファクトリー・リセットについて....................56

参考
トラブルシューティング..............................57
ブロック・ダイアグラム...............................60
仕様.........................................................61
ラックマウント（MW-2408のみ）...............63
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接続する

まず最初に
S o u n d L i n k  M W - 2 4 0 8 と M W -
1608 の 違 い は チャンネル 数 だけで
す。それ以外のノブやスイッチ類、機能、
端子類は両機種とも同じです。また、本
マニュアルでのミキサーの図は MW-

いきなりリアパネルから始める
のはなぜ？
ミキサーで何をするにも最初は接続する
ことから始まるからです。それに接続端
子のほとんどすべてがリアパネルにある
からです。ですので、SoundLinkのガイ

1608 のものを使用しています。サイズ
が小さいほうがページに収めやすいで
すからね。

ドツアーはリアパネルからスタートし、そ
れからよくある接続例をいくつかご紹介
します。
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接続する

パワー・サプライ・セクション

POWERスイッチ
本機の電源オン、オフを切り替えます。
ONで電源が入ります。

電源をオフにした直後にオ
ンにすると、動作不良を起こ
すことがあります。

電源を入れ直す際は、最低
5秒間待ってから入れ直して
ください。

ファンタム 電 源 を オン に
する際には、MIC IN端子
に 外 部 電 子 機 器 が 接 続
さ れてい な いことをご 確
認くだ さ い 。外 部 電 子 機
器を 接 続している状 態で 
ファンタム電源をオンにする
と、その機器が故障する恐れ
があります。

ファンタム電源をオフにした
直後に、MIC IN端子の抜き
差しはしないでください。故
障の原因になる恐れがあり
ます。

電源コネクター
付属の電源コードをこのコネクターに接
続します。最初に電源コードをSound-
Link本体に接続してから、コンセントに
接続してください。

48V MIC PHANTOMスイッチ
ファンタム電源のオン、オフを切り替え
ます。電源の必要なコンデンサーマイ
クやダイレクト・ボックスを使用する際
に、このスイッチをオンにすることで、
それらの機器へ電源を供給します。

オンの場合、L/Rメーターのすぐ下に
ある48Vインジ ケーター が 点 灯し、
DC+48V の 電 源 が 各 チャン ネ ル の
MIC IN 端子 (XLR) に供給されます。

ファンタム電源のオン、オフを切り替え
る前に、GAINノブ かフェーダーを必
ず 0（- ∞）にしてください。この操作を
しない場合、ファンタム電源のオン、オ
フを切り替えた瞬間のノイズが大音量
で出力され、聴力に異常をきたしたり、
接続している機器が故障したりする恐
れがありますので十分にご注意くださ
い。

モノ・インプット・チャンネル
バランス接続のモノXLR MIC IN 端子

（円形の中にピンが 3 本ある端子）に
は、コンデンサーまたはダイナミック型
のマイクを接続します。この端子の内
部側には、余裕のヘッドルームとクリア
なサウンドを実現した独自の HiVolt
マイク・プリアンプが接続されていま
す。

バ ラ ン ス 接 続 の 1/4イ ン チ
（6.35mm）LINE IN 端 子 に は、ダ イ
レクト・ボックスを介したギターなど、
モノのオーディオ信号を接続します。

ステレオ・インプット・チャンネル
1/4イン チ LINE IN 端 子 は ステレオ

のオーディオ信号を接続でき
ます。キーボードやドラムマシ



A
nalog C

ontrols

R

10

プロサウンドの世界に足を踏み入
れると、バランスとアンバランスとい
う用語がよく出てきます。技術的側
面はともかく、実用面では端子とケ
ーブルに2つの種類があり、それぞ
れで大きな違いがあります。
アンバランスのケーブルは2つの
導体があり、片方はオ
ーディオ信号が流れる

線 で 、
もう片方はグラウ
ンドの線です。この
タイプ のケーブル
は 、プラグ 部 分 の
接 点 が 2つになっ
ていますので、簡単
に見分けがつきま
す。TS（チップ-スリ
ーブ）ギター・ケー
ブ ル（ 楽 器 用ケー
ブル）やDVDプレ
イヤーなどのオー
ディオ/ビデオ機器

でよく使われるRCAケーブルもアンバ
ランス型のケーブルです。
アンバランスのケーブルが短ければ、
対ノイズは悪くないのですが、ケーブ
ルが長いと、ケーブル自体がアンテナ
のような働きをして、ノイズを拾いや

すくなります。
そのため、ノイ
ズ源の多い環

境でキーボードやMP3プレイヤー
などの中レベルの信号をアンバラン
スのケーブルで接続する場合、ケーブ
ルの長さは4-6mを超えないようにす
るのが望ましいです。アンバランスの
TSケーブルのプラグ部分には2つの
セクション（チップ、スリーブ）がありま
す。
バランス型のケーブルのプラグ部分
には接点が3つあり、ケーブル内の導
体も3本の線が入っています。そのた
め、バランス型ケーブルはケーブルを
長くしても対ノイズ性能に優れていま
す。

1 2

バランスとアンバランス：その違いは？

接続する

ン、DVDプレイヤーなどのオーディオ
/ビデオ機器、ラップトップからのオー
ディオ信号などを接続できます（ステ
レオ・チャンネルの XLRコネクターの
MIC IN 端子はバランス接続のモノの
マイクのみを接続してください）。

ステレオ・インプット・チャンネルの
LINE IN 端 子 に は、そ れ ぞ れ LEFT 
(MONO)とRIGHT の文字が入ってい
ます。モノのオーディオ信号を接続する
場合は、LEFT (MONO) に接続してく
ださい。

MIC IN端子とLINE IN端子
を同時に使用することはで
きません。

ステレオ・インプット・チャンネルは、
入った 信 号がモノなのかステレオな
のかをどうやって区別するのか？　そ
れは、各ステレオ・チャンネルにある
SOURCE MIC/LINE ボタンで切り替
えることで、そのチャンネルにど
の信号が入っているのかを「教え
て」あげてください。

LINE ボタンが上がっている状態
の場合、そのチャンネルはモノの
マイク入力が使える状態となり、
LINE ボタンを押すとステレオの
バランス入力が有効になります。
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プロサウンド機器では、マイクの接
続や、アクティブ・スピーカーやエフ
ェクターなどのアウトボード、アンプ

など各機器との接続にはバランス
接続をするのが一般的です。バラン
ス接続によく使われるコネクターに
は、XLRとTRS（チップ-リング-スリ
ーブ）があります。

R

R

1

1

2

2

3

3 USBインプット/アウトプット
こ の ポ ート は USBオ ー ディオ 信 号

（44.1/48kHz、16/24ビット ）の 入
出力に使用できます。

USB 2.0 に 対 応 し、PC/Mac や iOS
機器を接続できます。

•	 Windows®、Mac® OS、iOSの 標 準ド ラ イ

バーで動作します。

•	 Windows用のASIO互換アプリケーションを

使用される場合は、コルグ・ウェブサイトから

KORG Basic Audio Driverをダウンロードの

上ご使用ください。

•	 LightningコネクターのiPhoneやiPadを接

続する場合は、アップルLightning-USB3カメ

ラアダプターが別途必要です。iPhoneやiPad

を接続する場合は、「機内モード」にセットするこ

とをお勧めします。

USBイン
接 続 し た 機 器 か ら の オ ー デ ィ オ
信 号 は、本 機 の 右 端 の ス テ レ オ・
イ ン プ ッ ト・ チ ャ ン ネ ル（MW-
2 4 0 8 は 2 3 / 2 4 、M W - 1 6 0 8
は 15/16 チ ャ ン ネ ル ） に 入 り 
ます。

入力した信号は前段にチャンネル EQ
がありますので、トーンの調整ができま
す。

USBアウト
USB ポートから出力されるオーディオ
信 号は、MAIN OUTPUT 端 子から出
力される信号と同じものがデジタル信
号として出力されます。L/R のメイン出
力が接続した USB 機器に送られます。

信号の出力レベルは、MAIN MIX (L/
R)フェーダーで調節します。

フットスイッチ端子
この端子にフットスイッ
チを接続すると、会場内
のアナウンスやステージ
上のバンドメンバーを応
援したり、あるいはウケ
ないギャグを言ったりす
ることができます。フット
スイッチはコルグ PS-1

または PS-3をお勧めします。

トークバック・インプット
この端子にダイナミック・マイクを接続
し、ステージ上のミュージシャンや出演
者に指示を出したり、会場内へのアナ
ウンスをしたりすることができます。

接続する



A
nalog C

ontrols

グループ・アウト（サブバス）
バス、サブグループ、サブバスといった
用語は、いずれも複数のオーディオ信号
を特定の出力先に振り向ける信号経路

（パス）を指します。こうした機能は、い
わば「ミキサー内ミキサー」と呼べるも
ので、SoundLinkミキサーが「8 バス」
と呼ばれるのもそこから来ています。

サブグループ（サブバス）は、複数のチャ
ンネルのフェーダー 1 本にまとめたり、
コントロールしたりできる極めて便利な
機能です。例えば、バック・コーラスが
3 人いて、1 人ずつマイクを使用してい
るとします。バック・コーラス全体のレ
ベルを調節するには、3 本のフェーダー

12

メイン・ 
アウト
本 機 の メイン
出 力 端 子 で、
PAスピーカー

（ アクティブ ）
やパワーアンプを接続します。出力レベ
ルは、メインの L/Rフェーダーで調節し
ます。

メイン・アウトは、XLRと1/4
インチTRSの両方を同時使
用でき、トータル4アウトとし
て使用することもできます。

モニター・ 
アウト
SoundLink を
スタジオで使 用

する場合、スタジオ・モニター（または
パッシブ・モニター用のアンプ）をこの
端子に接続します。出力
レ ベ ル は MONITORノ
ブで調節します。

通 常 は MAIN L/R バ
ス が 出 力 さ れ ます が、
AFL/PFLを使用している場合は、特定
のチャンネル / バスの信号が出力されま
す。

を同時に操作する必要があります。それ
では あまりに 面 倒で
すので、バック・コー
ラスの各チャンネル・
フェーダ ー の 横 に あ
るバス・アサイン・ボ
タンで同じサブグルー

プ（ 図 で
は 3-4）に
セットしま
す。そうす
る こ と で、
3 チャンネ
ル あ っ た
バック・コーラスを 1 つのサ
ブグル ープ（3-4）に 1 本 化
でき、バック・コーラス全体
の レ ベ ル は、SUB GROUP 
ASSIGN TO L/R の ボ タ
ン（3-4）を 押 し て、サ ブ
グ ル ープ・ミックス3-4 の
フェーダー 1 本でコントロー
ルできます。

接続する
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③　�サブグル ープ の 信 号をメインの
L/Rミックスに流したい 場合は、
SUB GROUP ASSIGN TO L/R
の、ミックスしたいサブグループの
ボタンを押します。

	� サブグループは、マイクを多数使
用するドラムで特に便利です。多
数のマイクからの信号をフェー
ダー 1 本にまとめてレベル操作で
きます。

さ て、他 に も 活 用 法 が あ り ま す。
GROUP OUT 端 子はレコーディング
時にも便利です。SoundLink の 16 や
24 のインプットを 8 つのアウトプットに
まとめて、オーディオ・インターフェイ
スに送ることもできます。

AUXアウト
バランス接続の XLRアウトは、ステー
ジ上のモニター・スピーカーや、イヤ・
モニター、あるいは外部エフェクト機器
の接続に使用します。

各チャンネルの AUXノブで最 大 4 種
類の AUXミックスを作成できます。詳
細は後述します。

ミュージシャンズ・ヘッドフォン
（AUX OUT 3 OR 4 + L/R INJECT）

この 機 能 は、面 倒 な 全 チャンネル の
AUX 設定が不要で2 人のミュージシャ
ンに完璧なモニター・ミックスを送る
ことができるGreg Mackie 発案のユ
ニークなものです。詳細は後述します。

チャンネル25-26（DW-1608
は17-18）、ヘッドフォン端子
25/26 (17/18)  STEREO IN 端
子 は、3.5mmス テ レ オジャックで、
音 楽プレイヤー の 接 続 に 便 利です。
PHONES 端子にはヘッドフォンを接続
します。

サブグループの設定手順は、次の通り 
です：

�①　チャンネル・フェーダーの右にあ
る小さなボタンでサブグループを選択
します。同じサブグループにまとめたい
チャンネルの、それぞれ同じボタンを押
して選択します。

	� 各チャンネルの信号は、選択した
サブグループに流れます。

�②　サブグループをサブウーファーやメ
イン以外のスピーカー、追加モニターに
出力たい場合は、リアパネルのGROUP 
OUT端子を使用します。

�

接続する
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「結果は異なる場合があ
ります」というフレーズ
が 通 用するところが あ
るとすれ ば、ここです。
ここからは、4 種類の接
続例をご紹介します（あ
くまでも「例」ですが）。
SoundLinkミキサーが
幅広く使えることがよく
分かるかと思います。図
のように必ずしもすべて
の接続端子を使うという
機会はそれほど多くない
と思いますが、実際には
可能です。

バッキング・トラック

ステレオ・レコーディング

サイドの返しやドラム・モニター

AUX OUT 3/4は、フロア・モニターまたは、2種類のモニター・ミッ
クス（メインL/R込み）をヘッドフォンに出力できるミュージシャンズ・
ヘッドフォン機能のどちらかで使用できます。

14

接続する バンドでの接続例
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乳幼児室 ホワイエ

15

接続する 小中規模の教会、大規模の教会ホール
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接続する 企業でのプレゼンテーション、イベント・センター

16



A
nalog C

ontrols

接続する 8チャンネル・レコーディング

フロアタム

クラッシュ

ライド

タム1
タム2
スネア

ハイハット

DAW

ラフ・トラックや
クリック・トラック

ラージ・モニター

スモール・モニター

8チャンネル・オーディオ・
インターフェイス

バスドラム

17
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モノ・チャンネル・ストリップ
ノブやボタンがギッシリ詰まったパネル
面は、何となくボーイング 747 のコック
ピットを思わせるところがありますが、
怖がることはありません。見た目によら
ずシンプルですから。縦に並んだノブや
ボタン類と同じものがチャンネルの数
だけ横に並んでいるだけです。

各チャンネル・ストリップのフェーダー
以外のノブやボタンを触るのは、ライ
ブやイベントの本番前の一度（全使用

チャンネルのレベル設定をするサウン
ド・チェック時）だけかと思います。

GAINノブ
GAINノブは、レベ
ル設定をする時に
使用するのが第一
の 使 いどころであ
ることを、すでにご
紹介しました。この
ノブで、そのチャン
ネルに入力される
信号のレベルを設

定します。信号レベルが低い場合は、こ
のノブを時計回りに回し、レベルが高
すぎる場合は、反時計回りに回します。
レベルをどれだけ上げ下げするかは、
MAIN L/R のレベルメーターを見なが
ら、0dB 辺りに届くように設定します。

HPF（ハイパス・フィルター）
ハイパス・フィルターは別
名ローカット・フィルター

とも言われ、100Hz 以下の低音域を
小さくします。HPF が必要となるケー
スは少なくありません。

まずは、低域の「暴れ」をカットするの
に使用します。暴れは、マイクの取り扱
いが悪い場合や、ステージの床面が薄
いと起こりがちな共振、付近を通過する
トラックの振動、空調設備の動作音、野
外イベントでしたらウィンドノイズ、象
の群れが逃げる足音等、様々な原因が
あります。

こうした 低 域での 暴 れは、PAシステ
ム全体のパワーを吸い 取るように奪
い 去ってしまいます。PAシステ ム が
100Hz 以下の低音を十分に再生でき
る場合、暴れをカットしないと、全体的
なサウンドがブーミーで、聴きづらく
濁ったものになってしまいます。PAシ
ステムが 100Hz 以下の低音再生に特
に優れていないものであっても、HPF
を使うことで全体的なサウンドを良くす
ることができます。

本 マ ニ ュ ア ル の 編 集 時
に、Greg Mackieは次の
ようなことを言っていまし
た。彼によれば、ベースや
キックなどの低音楽器以外
は、HPFは常時全チャンネ
ルで使うものだそうです。

COMPノブ&イ
ンジケーター
COMP は コ ン プ
レッサーのことで、
自動ボリューム・コ

ントロールとお考えください。

このような信じられない ほど便 利な
ツールがアナログ・ミキサーに搭載さ
れることは、最近までありませんでし
た。もっとも、私たちが「ワンノブ」スタ
イルのコンプレッサーを発明したわけ
ではありませんが、これを搭載したこと
で私たちは良い仕事をしたのではない
かと思います。

コンプレッションとは、オーディオ信号
の最大音量と最小音量の差（ダイナミッ
クレンジ）を小さく加工することです。
つまり、最大音量を下げることでこれを
行っています。コンプレッサーは、特に
ボーカルとベースで便利です。

例えば、ボーカルが歌詞やフレーズの
一部で声量をかなり落としたり、つぶ
やくように歌ったりしたとします。「通常
の」フェーダー・セッティングでは、こう
した部分は聴こえなくなってしまいま
す。

アナログ・コントロール
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20 50 100 200 500 1k 2k 5k 10k 20k

  Bass                          VOCALS                        Soprano

KEYBOARD

KICK DRUM

BASS GUITAR

FLOOR TOM

GUITAR

SNARE / GUITAR / PERCUSSION ATTACK

SNARE / GUITAR /ACOUSTIC INSTRUMENT CLARITY

CYMBALS/STRING INSTRUMENTS / SNARE SIZZLE

HI-HAT / CYMBALS

アナログ・コントロール

コンプレッションがないと、ダイナミクスは大きく上下します。

コンプレッションでレベルを均一化します。

ン・コントロールよりも遥かに洗練さ
れたものです。

モノ、ステレオ・チャンネルの両方にあ
るEQ は、HI、MID、LOというように、
3 つの帯域に分かれています。

どの楽器も、その音は幅広い帯域にわ
たっています。

そうかと言ってボーカルがつぶやいて
いるところでフェーダーを上げれば、普
通に歌う部分になればレベルが過大に
なってしまいます。こうした音量差（ダ
イナミックレンジ）をフェーダー操作だ
けでカバーするのはほぼ無理です。

こうした症状に効く療法が、信号のダイ
ナミックレンジを小さくするコンプレッ
サーです。静かにつぶやいている時と、
普通に歌っている時の音量差を均し
て、フェーダー位置を変えなくても良い
状態にします。具体的には、大きな信号
レベルを下げ（圧縮し）て、低いレベル
に近づけます。つまり、自動ボリューム・
コントロールです。

同様のトリックは、ダイナミックレンジ
が安定しているボーカリストにも使え
ます。コンプレッションをかけることで、
実際のボリュームを上げずに、ミックス

内で「目立たせる」ことができます。

音楽以外でも、プレゼンターや牧師の
マイク・チャンネルでもコンプレッサー
は便利です。大体は普通の声で話して
いても、時折シャウトするタイプの人の
場合、本当に便利です。

な お、AUX1、AUX2、MAIN L/Rで
使用できるデジタル・コンプレッサー

（ 後 述 ）もあり、そちらは 複 数 の パラ
メーターがあります。

ほぼ毎週末をミキシングで
過ごすGregからのEQに関
するアドバイス：問題のある
帯域が見つかったら、問題
が解消するまでその帯域を
カットするんだ。カットしてか
ら、ブーストすることを考え
るんだ。この順番でやらな
いと、徒労に終わるだけだ。

EQ（イコライザー）、 
モノ・チャンネル
イコライザ ー は、別 名ト ー ン・コン
トロ ー ル と言 うことも あ ります が、
SoundLinkミキ サ ー の EQ は、カ ー
オーディオや MP3プレイヤーのトー
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アナログ・コントロール

20 50 100 200 500 1k 2k 5k 10k 20k

WEIGHT WARMTH KNOCK BITE CLARITY AIR &
SPARKLE

20 50 100 200 500 1k 2k 5k 10k 20k

LO MIDRANGE HI

20

+15dB

50 100 200 500 1k 2k 5k 10k 20k

20

+15dB

50 100 200 500 1k 2k 5k 10k 20k

20

+15dB

50 100 200 500 1k 2k 5k 10k 20k

20

ベースやキック（バスドラム）などは、
ローエンドをカバーしています。ボー
カルはミッドレンジです。シンバルは高
音域のシャリシャリした部分をカバーし
ます。その他の楽器、例えばピアノやア
コースティック・ギターはローミッドの
暖かみを出します。

ほとんどの楽器音は幅広い帯域にわ
たっていますから、その楽器音のトーン
を調整するのに必要な EQ のポイント
を 1 つだけに絞るのはほぼ不可能で、
どうしてもある程度の幅を持たせた周
波数レンジになってしまいます。EQ に
関するもう1 つのアプローチとして、下
図のように帯域別に楽器の音色にもた
らす効果というものもあります。

私 た ち が 非 常 に 信 頼してい るiZo-
tope 社 の 表 現 を 引 用 しま すと、次
の よう に な りま す（https://www.
izotope.com/en/laern/princi-
ples-of-equalization.html）。

「まず大切なことは、EQ は問題を解決

のそれぞれの周波数帯域が、他の楽
器の音色に影響することがあるから
です。」

「人間の聴覚は各周波数帯域の上昇
幅よりも減少幅に敏感だということ
を主な理由として、イコライジングは

ブーストするより
も、カットした ほ
うが良い、という
のもよく言われる
ルールです。」

上 図 は、Sound-
Link の モノ・チャ

ンネル EQ の各バンドがカバーしてい
る帯域です。

MID にはノブが 2 つありますが、それ
ぞれで役割が異なります。1 つはブース
ト/カット量（± 15dB）を調節するノブ
で、もう1 つの FREQ はミッドレンジの
周波数です。FREQノブを回すことで、

するためのツールだというこ
とです。EQをかける良いアプ
ローチというのは、そのチャン
ネル単体の音を注意深く聴き、
その音をさらに良くするために
行うべきことのリストを思い浮
かべることです。」

「EQでブースト/カットするにしても、
その量はほどほどにしておくことです。
一般的な法則として、絶対に必要とい
う場合を除いて、ブーストもカットも
6dB 以内にしておく、というのがありま
す。それ以上のイコライジングが必要
な場合は、それほど大幅なイコライジ
ングが必要な理由を考えると同時に、
マイキングを変更するなど、イコライジ

ングよりも良い解決法を探ることが必
要です。」

「また、チャンネルを重ねていく都度、
各チャンネルの EQ セッティングを微調
整する必要があることも、頭に入れて
おくべきです。各チャンネルの楽器音

ミッドレンジの中心周波数が 250Hz
から5kHzまでの範囲で変化して非常
に便利です。250Hz は、ギターのトー
ンやベースの高音域、パーカッション、
低い男声ボーカルに効くレンジです。
5kHz は、アコースティック・ギターや
女声ボーカル、スネアやハイハットなど
輪郭部分に効きます。

https://www.izotope.com/en/laern/principles-of-equalization.html
https://www.izotope.com/en/laern/principles-of-equalization.html
https://www.izotope.com/en/laern/principles-of-equalization.html
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の 1 つからフロア・モニターや
イヤ・モニターに送り出すこと
ができます。

AUX1と2 は「プリフェーダー」
です。プリフェーダーの AUX セ
ンドというの は、チャンネル・
フェーダーに 入る前 の 信 号を
AUX バスに送ることです。この
場合、メイン・ミックスでのレベ
ルを変更しても、そのチャンネ
ルの AUX バスでのレベルは影

響されません。そのため、モニター・ミッ
クスに最適なのはプリフェーダーです。
例えば教会でプレゼンターがスピーチ
をしていたり、シンガーが聖書を読ん
だりしているときに音楽がフェイド・ア
ウトしても、ミュージシャンが聴いてい
るモニターでは音量は変化せず、必要
に応じてすべての音を聴けます。また、
フェーダーの動きで音量が変化しませ
んので、モニター・システムでのフィー
ドバック防止にも役立ちます。

ポストフェーダーの AUXというのは、
チャンネル・フェーダー以後の信号を
AUX バスに送る方法を指します。チャ
ンネル・フェーダーを上げ下げすると、

AUXセンド
AUX セ ンド が 4 系
統 あ り ま す の で、
SoundLink に は

ミキサーの中にミキサーがさらに 4 台
入っているようなものです。各チャンネ
ル・ストリップの信号を 4 つの独立した
バスの 1 つに送り、その「ミックス」を
別の色々なところへルーティングさせ
ることができます。最も一般的な使い
方は、ミュージシャンに送るモニター・
ミックスを作ることです。色々なチャン
ネルとそのレベルを任意に組み合わせ
て、そのミックス全体のレベルを AUX 
MASTERレベルで調節し、AUX OUT

それに応じてそのチャンネルの
AUX センドの 音 量 も変 化しま
す。ポストフェーダ ー AUX は、
放送や音声ガイド、教会の乳幼
児室やホワイエ、クラブやレスト
ランのロビー、SoundLinkミキ
サーの USB ポート経由のステレ
オ・レコーディングに使用しま
す。ステレオ・チャンネルの場合
は、左右の信号がミックスされて
AUX バスに送られます。

ま た、AUX3を 左 チャン ネ ル、
AUX4を右チャンネルとして、ア
ナログ・ミックス・アウトを構成するこ
ともできます。

AUX1と2 は 常 時 プリフェー ダ ー で
す。AUX3と4 は、PREス イッ チ で プ
リ/ ポストフェーダーの切り替えができ 
ます。

AUX PREスイッチ
上記をご覧ください。

FXセンド
SoundLinkミキ サ ー は、
20 種類のリアルなエフェク

トを内蔵し、各エフェクトともパラメー
ターのエディットやセッティングの保
存、リコールが可能です。

FXノブで、そのチャンネルからFX バス
に送る信号量を調節できます。FX セン
ドは常時ポストフェーダーです。
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マイク・プリアンプの入力レベルの設定では、クリップするギリギリにし
つつも、実際にはクリップしていない設定にすることもできます。しかし、
特にEQ（特にLO EQ）をブーストさせると、それだけゲインも上がり、そ
のチャンネルの音は歪んでしまいます。OLインジケーターはマイク・プリ
アンプとEQセクションの出力を参照しています。

PAN
カーオーディオでいうところのバランス
調整ツマミです。PANノブでそのチャ
ンネルのメイン・ミックスでの左右のバ
ランスを調節します。

MUTEボタン/インジケーター
各チャンネルのミュートのオン、オフを
切り替えます。言い換えれば、ミックス
からのチャンネルの抜き差しができる
のがミュートです。

MUTE ボ タン が オ ン の 場 合、AUX、

FX、アサイン・ボタンで選択した
バスに送られるすべての信号が
ミュートされます。

なお、ミュートのオン/オフに関係
なく、PFL機能は常に使用できま
す。

ミュートがオンの
場合、インジケー
ター は 次 の よう
に点灯します。

•	 赤い点灯：�チャンネルのMUTEボタン
がオンの状態

•	 オレンジの点灯：�MUTE GROUP 機 能
またはBREAK機能で
ミュートしている状態

コンパクトなミキサーのミュート機能は
ごく一般的なものですが、SoundLink
ミキサーにはミュート機能を大幅に進
化させたミュート・グループ機能があ
ります。その便利な機能の詳細は、33
ページをご覧ください。

OL（オーバー 
ロード）LED
このインジケーターは、
各チャンネルの信号レ
ベルがクリップするレ
ベ ル か ら3dB に 入 っ
ている場合に点灯しま
す。クリップするという
のは、内部回路に流せ
る信号レベルを超過し
ていることを指し、その
結果、音に歪みが生じ
ます。サウンド・チェッ
ク時にレベル設定を怠
るとこういうことになり
ます。

-20 LED
この LED が時折、あるいは常時点灯し
ている場合、そのチャンネルの信号レ
ベルは最低でも-20dBを超えているこ
とになります。チャンネルに信号が入っ
ているかどうかを、この LED チェックで
きます。

バス・アサイン・スイッチ
サブミックスを作成したい場合、このボ
タンをいずれかを押してバスを選択し
ます（複数可）。そのチャンネルの信号
が、選択したサブグループ・ミックスバ
スに送られます。詳しくは、15 ページ
をご覧ください。

チャンネル・フェーダー
そのチャンネルの出力レベルを調節しま
す。使用しないチャンネルがある場合は、
そのチャンネルのフェーダーを∞（最低）
の位置にセットして、不要な信号がミック
スに混入しないようにします。
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PFLボタン/ 
インジケーター
P F L（ プ リ ・
フ ェ ー ダ ー 

・リッスン）機能のオン（押した状態）、オ
フ（ボタンが上がった状態）を切り替えま
す。

このボタンがオンの場合、そのチャンネ
ルのフェーダーに入る前の信号（プリ
フェーダー）がPHONES端子とMONI-
TOR OUT端子に出力されます。

また、オンの場合にはインジケーターが
点灯します。

ステレオ・チャンネルは、モノ・チャン
ネルとは違うコントロール類が少しあ
りますが、ほとんどは同じです。

SOURCE 
MIC/LINE 

（ステレオ・ 
チャンネル）
接 続 し て い る
イ ン プ ット 端 子
に 応 じ て ソ ー
ス を 切 り 替 え 
ます。

リアパネルの MIC 
IN 端子を使用する
場合は、このスイッ

チを MIC（ボタンが上がった状態）にし
ます。

LINE（ボタンを押した状態）にすると、
LINE IN 端子に接続したソースの信号
がそのチャンネルに入力されます。

MIC IN端子とLINE IN端子
に接続した信号を同時に使
用することはできません。

モノ・チャンネルとは異なる 
コントロール類
-  TRSステレオ・ライン入力

-  MIC/LINEスイッチ

-  コンプレッサーは、ステレオ・チャンネル
にはありません。

-  EQ：ミッドが固定2バンド

-  2つのチャンネルでコントロール類を 
共有（9/10、11/12等）

モノ・チャンネルと同機能の 
コントロール類
	• Input Gain

	• Hi Eq

	• Lo Eq

	• Aux Sends

	• FX

	• Pan

	• Mute

	• OL & -20 LEDs

	• Bus Assign switches

	• 60mm fader

	• PFL switch
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EQに関するさらにいくつか
のティップス
	◊ �ほぼあらゆるソースはイコライジ

ングで音が良くなることがありま
す。ぜひ色々なイコライジングを
試してみてください。

	◊ �イコライジングは耳で判断してく
ださい。EQのノブを凝視したとこ
ろで音は良くなりません：目を閉
じて、音で判断するのです。

	◊ �全体のミックスに集中してくださ
い。各チャンネルの分離を良くし
ようとするよりも、それぞれのチャ
ンネルに適切なイコライジングを
して、各チャンネルの音がミックス
の中でそれぞれの位置をキープ
しているほうが、遥かに良いです。

	◊ �最初はカット、ブーストはその次 
です。

	◊ �ライブでのミキシングの場合、左
右のスピーカーのバランスの良
い場所にいるオーディエンスはご
く少数ですので、極端なパンニン
グは避けるのがベストです。

20 50 100 200 500 1k 2k 5k 10k 20k

LO MIDRANGE HI

20 50 100 200 500 1k 2k 5k 10k 20k

LO MIDRANGE HI

アナログ・コントロール
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MID EQ 
（ステレオ・チャンネル）

ステレオ・チャンネ
ル の MID EQ は、
2.5kHzの ハイミッ
ドと250Hzの ロ ー
ミッドの、2バンド周
波数固定タイプで、
モノ・チャンネルの

EQとは構成が異なります。

モノ・チャンネルの MID EQ は 1 バン
ドで周波数可変式ですが、ステレオ・
チャンネルでは 2 バンド構成となり、そ
れぞれミッドレンジ内の高域、低域を担
当します。

ステレオ・チャンネルのMID EQパターン

モノ・チャンネルのMID EQパターン

ミキシングに関する 
読み物ページ
https://www.liveabout.com/
the-basicsof-live-sound-1817739

https://www.behindthemixer.
com/eighteen-live-audio-mix-
ing-tipstricks/

https://ledgernote.com/col-
umns/mixing-mastering/au-
dio-mixing-for-dummies/

https://www.liveabout.com/the-basicsof-live-sound-1817739
https://www.liveabout.com/the-basicsof-live-sound-1817739
https://www.behindthemixer.com/eighteen-live-audio-mixing-tipstricks/
https://www.behindthemixer.com/eighteen-live-audio-mixing-tipstricks/
https://www.behindthemixer.com/eighteen-live-audio-mixing-tipstricks/
https://ledgernote.com/columns/mixing-mastering/audio-mixing-for-dummies/
https://ledgernote.com/columns/mixing-mastering/audio-mixing-for-dummies/
https://ledgernote.com/columns/mixing-mastering/audio-mixing-for-dummies/
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マスター・コントロール・ 
セクション
複雑なチェスの盤上のようにも見えな
くもありませんが、実際にはかなり小
規模で分かりやすく、それぞれに独自
の目的があります。

中には滅多に使わないものもあれば、
ミックスする都度必ず使うほど重要な
機能、例えばミュート・グループやサブ
グループといったものもあります。

AUX 
MASTER
以 前 の ペ ー ジ で
も触 れました が、
S o u n d L i n k の
AUX バ ス は ミキ
サー内にさらにミ
キサーが 4 台ある
ようなものです。

各チャンネル・ス
ト リッ プ の AUX
セ ンド・ノブ で、
AUX バ ス に 送 る
信号量を設定しま
す。

AUX MASTERノブは、リアパネルの
AUX OUT 端子から出力する信号レベ
ルを設定します。

AFLボタン&インジケーター
（AUX MASTER）

AFL 機 能 の オン（ ボタンを 押した 状
態）、オフ（ボタンが上がった状態）を切
り替えます。

オンの 場 合、AUX MASTER（1-4）ノ
ブで調節した信号がモニターまたは
ヘッドフォンでモニターできます。

AFL がオンの場合、その AUX バスの
LED がオレンジ色に点灯します。

ミュージシャンズ・ヘッドフォン
この機能は Greg Mackie が考案した
もので、ミュージシャンやパフォーマー
の要望通りのモニター /ステレオ・イ
ヤ・モニターのミックスを作れる機能
です。
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よくある伝統的なモニター・ 
ミックス
パフォーマーがモニターしたいチャン
ネル（多くの場合はそのパフォーマー
自身の楽器や声）を選び、その信号を
AUX バスに送り、リアパネルの AUX 
OUT からフロア・モニターかイヤ・モ
ニターにその信号が届きます。よくある
パターンがまさにこれです。

その改良版
ですが、パフォーマーがモニター・ミッ
クスの中にメイン・ミックスをもっと出
して欲しいと言い出したらどうします
か？　そうなると全チャンネルの AUX
センドを再設定する必要に迫られると
ころですが…

①　�AUX3また は AUX4 の 1/4イン
チ端子にミュージシャンのヘッド
フォンを接続します。

②　�PHONES LEVELノブ を 多 少 上
げます。

③　そのミュージシャンに送っている

チャンネルの AUX センドのモノミック
スを作ります。

④　INJECT L/Rノブでメインの L/R
をアンビエンス程度に少し混ぜます。

INJECT L/Rノ ブ は、AUX3と4 の
各 バ ス にミックスするMAIN L/R バ
ス の レ ベ ル を 調 節 します。こ れ は、
AUX3と4 のアウトと、MUSICIAN'S 
P H O N E S ア
ウト の 両 方 に
ミックスされま
す。

AUX3とAUX4は分離して
いますので、2つを使って「
ステレオ」ミックスを作るこ
ともできます。

TALKBACK
リアパネルの TALKBACK 端子にマイ
クを接続し、TALKBACK セクションの
ノブとボタンでマイクの音量を調節し、
その出力先を選択します。

トークバック信号はすべての AUX に同
時出力することができるほか（バンドに

声援を送る際に便利です）、MAIN L/
R に出力することもでき、会場内のアナ
ウンスなどの用途に便利です。

L/R ボ タ ン を 押 す と、ト ー ク
バ ッ ク 信 号 が MAIN OUT
端 子 か ら 出 力 さ れ ま す。 
この 時、トークバック信 号 の 音 量 は
MAIN MIXフェーダーとは無関係に
設 定できます。また、L/R ボタンの 上

の インジ ケ ー
ター が 点 滅し
ます。

AUX ボタンを
押すと、トークバック信号が AUX OUT 
1-4 の各端子から出力されます。

ト ー ク バ ッ ク 信 号 の 音 量 は、 
AUX MASTERノブとは無関係に設定
できます。また、AUX ボタンの上のイ
ンジケーターが点滅します。
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STEREO INノブ
フ ロ ン ト パ ネ ル の 
STEREO IN 端子に入力
したオーディオ信号の音
量を調節します。

このノブ で 音 量 調 節 さ
れた信号は、ダイレクトに MAIN OUT 端
子から出力されます。BREAK ボタン等で
ミュートすることはできません。開演前や
バンド入れ替え時の BGM 再生などに便
利です。

MONITORセクション
各モニター・ソースの出力レベルを調節し
ます。

モ ニ タ ー 出 力 か
らはMAIN L/R
バ ス ま た は モ ニ
ター・バスの 信 号
が 出 力されます。 
その際の信号ソー
スはCUEインジケ
ーターに表示され
ます。

FX MASTER 
セクション
エフェクトの音量とデ
ジタル・エフェクトの
ミュート操作を行いま
す。

FX TO AUX（1/2）
ノ ブ で、AUX1/2 バ
スに送る音量を調節
します。

FX MUTE ボタンとイ
ンジケーターでミュー
ト機能のオン、オフを
切り替えます。

FX RETURNフ ェ ー
ダ ーでMAIN L/R バ
スに送るエフェクトの
音量を調節します。

メーター・セクション
モニター・バスの信号レベルは、
レベルメーターでチェックできま
す。L/R 出力はメーターのオレン
ジの領域に瞬間的に入るくらいに
なるようにご注意ください。平均
的なレベルは、0dB 付 近で上 下
するようにしてください。アナライ
ザー画面（P.56）では、同じ信号
のレベルを帯域ごとにチェックす
ることができます。

CUEインジケーターは、レベルメーターで表示する
モニター・バスのソースを表示します。

　点灯：�PFLまたは AFLをオンにしたチャンネル
またはバスの信号レベルをメーターに表
示します。

　消灯：�MAIN MIX バスのレベルを表示します。

48Vインジケーターは、マイクにファンタム電源が
供給されている時に点灯します。フットスイッチ（別売オプション）を接続した場合、エ

フェクトのミュートをフットスイッチで操作できます。
フットスイッチでエフェクトをミュートした場合、イン
ジケーターが点滅します。
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BREAKボタン/インジケーター
全インプット・チャン
ネ ル（MW-2408：
1-24、MW-1608：
1-16）の一斉ミュート

のオン、オフをこのボタンで切り替えま
す。

ボタンを再度押すと前の状態に戻りま
す。BREAK ボタンがオンの場合、イン
ジケーターが点滅します。

次のインプットとバスは
BREAKボタンではミュート 
されません： 
・STEREO INインプット 
・TALKBACKインプット 
・各チャンネルのPFLバス

グループ・マスター・セクション
このセクションで、サブグループの各
ミックスをメインの L/R にミックスする
レベル、または GROUP OUT 端 子 か
ら出力するレベルを調節します。

SUB GROUP ASSIGN TO L/R
スイッチ
MAIN L/R バスに送るサブグループを
選択します。

SUB GROUP MASTER 
フェーダー
サブグループのミックスをメインの L/
R バスに送るレベル、または GROUP 
OUT 端子から出力するレベルを調節し
ます。

PFLスイッチ/インジケーター
各グループの信号をモニターでチェッ
クする際に、このボタンを使用します。

オ ン の 場 合、SUB GROUP MIX
フェーダーで音量調節された信号が

PHONES 端 子とMON-
ITOR OUT 端 子 に 出 力
されます。

ボタンがオンの場合、イ
ンジケーターが点灯しま
す。

MAIN MIX（L/R）
フェーダー
メイン・ミックスのレベル
を調節します。このフェー
ダ ーで音 量 調 節され た
信号は、USB ポートにも
送られます。
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アナログ、デジタルを問わず、ほとんどの
ミキサーにはチャンネル・ミュートがあり
ます。ミュート・ボタンを押せば、そのチャ
ンネルが無音になります。簡単そのもの
です。

ですが、SoundLinkミキサーではもっと

簡単なのです。

ミュート・グループにする 
チャンネルを選択する
SoundLinkミキサーでは、MUTE ボタ
ンを押すと赤く点灯し、そのチャンネルが
ミュートします。

例えば、バンドのライブをミックスする際、
多くの曲はバンド全体で演奏していても、
曲によっては、例えばスローな曲ではボー
カルとダイレクト・ボックス経由のアコー
スティック・ギター、スネアだけが鳴ると
いう場面があるとします。

この時、せっかく合わせた各チャンネルの
フェーダーを∞（0）にするのは、できれ
ば避けたいものです。

その代わりに、スローな曲では使用しな
い 9 つのチャンネルの MUTE ボタンを押
すのが順当な手段でしょう。そうすると、
9 つの MUTE ボタンが赤く点灯し、その
チャンネルの信号はミックスから除外さ
れます。と、9 つの MUTE ボタンが赤く点
灯し、そのチャンネルの信号はミックスか
ら除外されます。

バンドのミキサー上の
セッティング

「ボタン押しまくり法」に
よるミュート・グループ
の作成
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ボーカル、アコースティック・ギター、ス
ネアのブラシのチャンネルだけが音が出
て、バンドのその他のチャンネルは休み
になりますが、チャンネル・フェーダーの
設定は変わらず万事 OKです。

や が て ス ロ ー な 曲 が 終 わ り、9 個 の
MUTE ボタンを素早く押し直して各チャ
ンネルのミュートを解除して次の曲に臨
みます。

この一連の作業で合計 18 回ものボタン
操作が必要になります。そんなことをい
つもしていたら、指にタコができてしまい
ます（もっとありそうなのは、MUTE ボタ
ン操作のためにバンドを待たせてしまう
ことでしょう）。

あなたが助かるミュート・ 
グループの手順
①　�MUTE GROUP ボタン の Aを 長

押しします。するとボタンがオレン
ジに点滅し、ミュート・グループの

「プログラム可能」な状態になっ
たことを表示します。

②　�ミュ ートし た い チャン ネ ル の
MUTE ボタンを押します。

「ボタン押しまくり法」に
代わる方法がミュート・
グループです。
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	� ミュ ー ト し た チ ャ ン ネ ル の
MUTE ボタンがオレンジに点灯
します。

③　点滅しているMUTE GROUP A
ボタンを押します。これでミュート・グ
ループの作成完了です。

こ れ でミュート・グ ル ープ A が ミキ
サ ー にメモリー さ れ まし た。MUTE 
GROUP A ボ タン を 押 せ ば、設 定 し
た 通りに 9 つ の チャンネル が 瞬 時 に
ミュートされます。

つまり、ボタンを 9 回押す必要なく、ボ
タン一発でこれができます。

ミキシングの色々な場面で、一時的に
使用しないチャンネルが出ることがよ
くありますので、ミュート・グループは
使用頻度の高い機能です。使用しない
チャンネルはオフにしておくべきですか
ら。

例えば、演奏しないパートをミュートし
たり、上述の例のようにマイク、ギター、
スネアだけにしたりするといった用途
にも使えます。

ミュート・グループを
プログラムして…

ボタン一発で
9チャンネル分の
ミュートを再現
トッテモクールデスネ
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企業のプレゼンテーションでは、スピー
チ・マイク1 本と質疑応答用のマイク
が 3 本といった場面もあります。

教会の礼拝では、ミュート・グループは
必須と言えます。牧師の説教用のミュー
ト・グループ、バンド用のグループ、合
唱とソロ用のグループ、賛美歌の時の
牧師＋合唱＋バンド用のグループ、と
いった用途に使えます。

MUTE GROUP ボタンを 1 回押すだけ
の操作は、どのチャンネルのミュートを
解除するかを考えながら各チャンネル
の MUTE ボタンを操作することと比べ
れば、遥かに簡単です。

ミュート・グループは、グローバル設定
の一部として10 種類メモリーできます
ので、「どんな場合にでも対応可能な
ミュート・グループ」を用意できます。

「ハード・ミューティング」
グ ル ープ を 作 成 せ ず、ダイレクトに
チャンネルをミュートするのがハード・
ミューティングです。この時、MUTE ボ
タンは赤く点灯します。

ミュート・グループの作成
①　MUTE GROUPボ タ ン（A-D）の
いずれか1つを点滅するまで長押ししま
す。

②　そのミュート・グループに入れた
いチャンネルをミュートします。この時、
ミュートしたチャンネルのMUTEボタン
がオレンジに点滅します。

③　 手 順1.で 選 択 し たMUTE 
GROUPボタンを押します。この時、そ
のボタンが消灯します。

④　これでミュート・グループが作成
できました。作成したグループのMUTE 
GROUPボタンを押すと、設定したチャ
ンネルすべてがミュートされます。この
時、各インジケーターがオレンジに点灯
します。

ハード・ミューティング：
ミュートするチャンネルを選び、
MUTEボタンを押します。

ミュート・グループが作成可能な状態

ミュート・グループに入れたい
チャンネルを選択

暖かな赤い光で
日なたぼっこです。
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ミュート・グループの内容変更
①　作成済みの MUTE GROUP ボタ
ン（図の例では C）を点滅するまで長押
しします。

②　ミュートしたチャンネルの MUTE
ボタンが点滅します。

③　�点滅しているチャンネルの MUTE
ボタンを押すと、そのチャンネル
はミュート・グ ル ープ から除 外
され、消灯しているチャンネルの
MUTE ボタンを押すと、そのチャ
ンネルがミュート・グループに加
わります。

④　点滅しているMUTE GROUP ボ
タンを押します。するとボタンが消灯
し、そのミュート・グループの内容が更
新されます。

複数のミュート・グループを
同時にオンにすることも可
能です。この場合、それぞれ
のグループで設定したチャ
ンネルがすべてミュートに
なります。

MUTE GROUPボタンを長
押しするのは、グループの
作成時とエディット時のみで
す。

内容を変更したい
ミュート・グループを選択します。
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ハード・ミュートとミュート・ 
グループの組み合わせ
以下の例では、すでにいくつかのチャン
ネルがハード・ミュートされており、その
MUTE ボタンが赤く点灯しています。

この状態からミュート・グループを作成し
てみましょう：

①　MUTE GROUP ボタンをオレンジに
点滅するまで長押しします。この時、赤点
灯していたハード・ミュートの MUTE ボタ
ンは消灯します。

②　ミュート・グループに入れたいチャンネルの
MUTE ボタンを押します。この時、その MUTE ボタ
ンがオレンジに点滅します。

③　MUTE GROUP ボタンを押し
ます。

	� この時、ハード・ミュートして
いたチャンネルの赤点灯が
復帰し、ミュート・グループ
作成が完了します。
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これで、ハード・ミュートしていたチャ
ンネル（赤）のセットに、ミュート・グ
ループ（オレンジ）が追加できました。

ミュート・グループの保存と 
呼び出し
ミュート・グループは SoundLinkミキ
サーのデジタル・セクションの一部で
す。最大 10 種類のミュート・グループ
を、グローバル設定にメモリーし、呼び
出すことができます。

グローバル設定でのミュート・グルー
プの保存と呼び出しにつきましては、
57 ページをご覧ください。
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SoundLinkミキサーのデジタル・セ
クションはコンパクトなエリアに収まっ
ています。一般的なミキサーのそうした
セクションと比べると、ダイレクトで分
かりやすく操作でき、様々な機能の設
定や調整が可能です。

例えば、LCD 画面のすぐ下には 9 個の
ボタンがあり、メニューの奥深くまで潜
らずに必要なアイテムを選択できます。
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イコライザーの各周波数バンドには
それぞれボタンが対応しており、エ
ディットしたいバンドをすぐに選択で
きます。

ボタンはコマンドの選択や画面のスク
ロールにも使用します。

エンコーダー・ノブはクリッカブル・タ
イプで、ノブを回して設定値の変更、押
してコマンドに入るなどの操作ができ
ます。

SoundLinkミキサーの電源を入れる
と、画面にコルグ・ロゴが表示され、そ
の次に「ホーム」画面が表示されます。

3 つ の コ ラ ム に は、ダ イ ナ ミ ク ス
（DYN）、グラフィック・イコライザ ー
（GEQ）、デジタル・エフェクト（DFX）
のアサイン状況が表示されます。

各シグナル・プロセッシングをアサイン
していくと、Status Overview 画面は
図のようになります。

デジタル・コントロール
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パワフルかつ豊富な 
デジタル機能
本マニュアル内でのページ移動を便利
にするために、デジタル・セクションの
各ページへのリンクを以下に作りまし
た。下図の赤い長方形をクリックする
と、そのページにジャンプします。

デジタル・エフェクト（DFX）
DFX には 16 種類のエフェクトと、PA
オペレーションで便利なリファレンス・
トーンが入ったトーン・ジェネレーター
機能があります。

エフェクトは エディット可 能で、ユ ー
ザー・タイプとして最大 30 種類までメ
モリーできます。

DFXのタイプ選択
①　DFX セクションの SELECT ボタン
を押します。すると下図のような画面表
示になります。

Effects

Dynamics

Equalization

Feedback

タイプ 概要 パラメーター

P01: Rev Hall
P02: Rev Hall Warm

ホール・タイプのリバーブ。
"Rev Hall Warm" はウォームなトーンで
す。

Time：リバーブ・タイム
HiDamp：�高音域の 

減衰

P03: Rev Room
P04: Rev Room Warm

小サイズのルーム・リバーブ。
"Rev Room Warm" はウォームなトーン
です。

P05: Rev Vocal
P06: Rev Vocal Warm

ボールに適したリバーブ。
:Rev Vocal Warm" はウォームな 

トーン

P07: Rev Stage
P08: Rev Stage Warm

中サイズのステージ・タイプのリバーブ。
"Rev Stage Warm" はウォームなトーン。

P09: Rev Plate
P10: Rev Plate Warm

プレート・タイプのリバーブ。
"Rev Plate Warm" はウォームなトーン。

P11: Rev Spring
P12: Rev Spring Warm

ギターアンプに内蔵されることがよくあ
るスプリング・タイプのリバーブ。"Rev 
Spring Warm" はウォームな 

トーン。

Time：リバーブ・タイム
Sway：�スプリングの 

モジュレーション量

P13: Delay Analog ウォームなトーンのアナログ・ディレイ。

Time：ディレイ・タイム
Feedback：�ディレイの 

リピート量

P14: Tape Echo ウォームなトーンとクリアなサウンドの 
バランスが取れたテープ・エコー。

P15: Delay Standard スタンダードなデジタル・ディレイ。

P16: Delay SDD3000 コルグ SDD3000をモデリングした 
クリアなデジタル・ディレイ。

エンコーダーまたはファン
クション・ボタンでタイプを
選択できます。
エンコーダー：回してタイプ
を選択し、押して選択を確
定させます。

ファンクション・ボタン：
" ▲ " / " ▼ " で タイプ を 選 択 し ま
す 。ボ タン を 押 し た 瞬 間 に 、そ の
エ フェクト が 選 択 さ れ ます の で 、
ボ タ ン を 押 す ご と に エ フェ クト
に よ る 音 の 変 化 を チェック で き 
ます。

内容をご覧にな
りたいセクション
をクリックしてく
ださい。

内容をご覧にな
りたいセクション
をクリックしてく
ださい。

Global
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デジタル・エフェクトをかける
①　�FX MUTEインジケーターがオフ

（消灯）になっていることを確認
します。

②　�FX RETURNフェーダーを 0 の位
置に上げます。

③　エフェクトをかけたいチャンネル
の FX SENDノブを上げて、FX バスへ
のセンド量を調節します。

④　FX RETURNフェー ダ ー でメイ
ンL/Rまたは AUX バスの全体的なエ
フェクト量を調節します。

エフェクトのエディット
エフェクト・パラメーターの設定を変更
して、エフェクト音を変えることができ
ます。

エディットした結果は、エフェクト・タ
イプによって変わります。詳しくは、前
ページの表をご覧ください。

①　エフェクト・タイプを選択します。

②　�Edit のファンクション・ボタンを
押します。

③　ファンクション・ボタンでパラメー
ターを選択します。

④　�エンコーダ ー・ノブ で パラメー
ターの設定値を変更します。

⑤　�元 の 画 面 に 戻 る に は、EXIT の
ファンクション・ボタン、または
TYPE のファンクション・ボタン

（▲ / ▼）を押します。

①　

⓪

②　

④　

③　
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RESETボタンを押すと、エデ
ィットしていたパラメーター
の設定値がデフォルト値に
戻ります。

RESETボタンを長押しする
と、選択していたエフェクト
の各設定値が初期設定値に
戻ります。

エフェクト・パラメーターの
設定によっては、音の歪み
や発振が起きることがあり
ます。

TAPボタンでディレイ・タイム
を設定する
ディレイ系のエフェクトでは、TAP ボタ
ンを任意の間隔で押すことでディレイ・
タイムを設定できます。TAP ボタンは、
次のエフェクトで使用できます。

•	 　Delay Analog

•	 　Tape Echo

•	 　Delay Standard

•	 　Delay SDD3000

①　ディレイ系のエフェクト・タイプを
選択します。

②　�TAP ボタンがディレイの Time パ
ラメーターの設定に従って点滅し
ます。

③　�設定したいディレイ・タイムの間
隔でTAP ボタンを数回押します。

	� すると、ボタンを押した間隔にディ
レイ・タイムが設定
されます。この時の
ディレイ・タイムは、
TAPボタンを数回

押した時の平均間隔に設定され
ます。

デジタル・エフェクトの設定を 
保存する
エディットしたデジタル・エフェクトの
パラメーター設定は、ユーザー・タイプ
として最大 30 種類まで保存でき、いつ
でも呼び出すことができます。

①　�エ フェ クト・ パ ラ メ ー タ ー の
エ ディット が 終 わ りまし た ら、
MENU ボタンを押します（グリー
ンに点灯します）。

②　�画 面 に Save User Typeと
Erase User Type の オプション
が表示されます。

	� Select の 下 のファンクション・
ボ タ ン でSave as User Type
を選択します。

③　▲ / ▼のファンクション・ボタン、
またはエンコーダー・ノブで上下にス
クロールしてEmpty（空き番号）を選
び、Select のファンクション・ボタンを
押します。
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この時、エディットしたエフェクトの設
定を保存するかどうかを確認する画面
表示になります。保存する場合は Save
のファンクション・ボタンを押します。

D F X の パ ラ メ
ー タ ー 設 定 は 、 
GLOBALメニューの「Save 
Scene」と「Memorize 
Mode」でも保存できます

（53ページ）。

エフェクトのプリセットを 
呼び出す 
保存したエフェクトを呼び出す手順は、
次の通りです：

①　DFXセクションの SEL（SELECT）
ボタンを押します。

	� この時、30 種類のユーザー・エ

リア（U01-U30）がリスト表示
されます。

②　▲ / ▼のファンクション・ボタン、
またはエンコーダー・ノブでリスト内の
プリセットを選択します。

③　 エ ンコ ー ダ ー・ノブ を 押 す か、
Select の下のファンクション・ボタン
を押して選択を確定します。 

これで選択したエフェクトを呼び出せ 
ます。

エフェクトを呼び出さずに
元の画面に戻るには、EXIT
ボタン、またはEXITのファ
ンクション・ボタンを押しま
す。

おいおい、これエフェクトじゃな
いじゃん！
エフェクトのメニューを下までスクロー
ルすると、4つの「エフェクト」がありま
す。

こ れ ら は 実 は エ フェクトで は なく、
SoundLink のスペクトラム・アナライ
ザーと併用するためのテストトーンで、

次の 4 種類があります：

•	 　1kHz のサイン波

•	 　スロー・スウィープ（全周波数スペ
クトラムのスウィープ）

•	 　スウィープ・ファスト（全周波数ス
ペクトラムのスウィープ）

•	 　ノイズ（ホワイトまたはピンク）

それぞれの効果的な使用法は、このマ
ニュアルでは割愛いたします。

とりあえず、ウィキペディアにあった文
をそのまま引用します：「スペクトラム
ア ナ ラ イ ザ（Spectrum analyzer）
は、横軸を周波数、縦軸を電力または
電圧とする二次元のグラフを画面に表
示する電気計測器である。オクターブバ
ンドで分割されたバンドパスフィルター
の集合体で出力に一定の時定数を持
たせて表示するものが一般的である。
近年ではバンドパスフィルターを用い
たハードウェアのスペクトラム・アナラ
イザから入力を AD 変換して高速フー
リエ変換の結果をバンドパス表示に再
計算して表示するタイプが多く見られ
るようになってきた。」
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SoundLinkシグナル・ 
プロセッシング
以下のオプションがあります：

DYNAMICS
● Hard Compression

•	 　Main L/R

•	 　AUX 1

•	 　AUX 2

● Soft Compression

•	 　Main L/R

•	 　AUX 1

•	 　AUX 2

● Noise Gate — Hard

•	 　Main L/R

•	 　AUX 1

•	 　AUX 2

● Noise Gate — Soft

•	 　Main L/R

•	 　AUX 1

•	 　AUX 2

● Limiter

•	 　Main L/R

•	 　AUX 1

•	 　AUX 2

以 上 の 各 ダ イナミクス・タイプ は、
Main L/R、AUX1、AUX2 の 各 バ ス
で同時使用できます。同価格帯のミキ
サーを遥かに超えたプロセッシング・
パワーを内蔵しています！

Limiter は、AUX1 や AUX2 バスの信
号をフロア・モニターやイヤ・モニター
に送る際に特に便利です。出力レベル
を一定のレベルに強力に「リミット」さ
せますので、ミュージシャンの耳を守る
意味でも重要です。

Noise Gate は、設定したスレッショル
ド以上のレベルの信号だけを通す働き
があります。入力信号のレベルがスレッ
ショルド以下になると、信号をカットし
て音が出なくなります。

静かな礼拝や式典といった場面でス
ピーチする人 の 足 音などのノイズを
カットするのにも役立ちます。

EQUALIZATION
● 9-band EQ Wide

•	 　Main L/R

•	 　AUX 1

•	 　AUX 2

● 9 / 31-band EQ Narrow

•	 　Main L/R

•	 　AUX 1

•	 　AUX 2

「9/31-band EQ」と い う の は、31
バンドから特定の 9 バンドを選出して
ブースト/カットができるEQという意
味です。選出する9 バンドは近い周波
数 帯 域 に 集 中した ものでも、63Hz-
16kHz のレンジ全体に散らばったも
のでも、任意に設定できます。しつこい
フィードバックを完璧に「ノッチ・アウ
ト」できます。

FEEDBACK SUPPRESSOR
•	 　Main L/R

•	 　AUX 1

•	 　AUX 2

フィードバック・サプレッサーは特にパ
ラメーターはありません。ただ動作する
だけなのですが、効果は最高です。

3 基のフィードバック・サプレッサーを
Main L/R、AUX1、AUX2 に 使 用 で
きるのは、素晴らしいことです。リミッ

ターでも触れましたが、フロア・モニ
ターやイヤ・モニターで突然発生する
フィードバックは、ミュージシャンの耳
には危険そのものです。そうした危険
に備えて、フィードバック・サプレッサー
は AUX1とAUX2 にアサインできるよ
うになっています。 

* 本機では、シグナル・プロセッシングとエフェ
クトとは区別しています。エフェクトは非常にリ
アルなリバーブやディレイ等を指し、シグナル・
プロセッシングはサウンド・キャラクターを変
える手段というように規定しています。
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リミッターを AUX1 にアサインする手
順例をご紹介します。

①　DYNAMICSセクションの AUX1
ボタンを押します。ボタンが赤く点灯し
ます。

	� 画面がダイナミクスの表示に切
り替わります。

②　�画面の TYPE の下にあるファンク
ション・ボタンを押します。

	� ダイナミクスのタイプがリスト表
示されます。

③　▲、▼の下にあるファンクション・ 
ボ タ ン、ま た は エ ン コ ー ダ ー・ノ
ブ を 回 して 必 要 な タイプ を 選 択 し 
ます。

④　�画 面 の Select の 下 の ファン ク
ション・ボタンを押すか、エンコー
ダー・ノブを押して選択を確定し
ます。

ダイナミクス
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⑥　�パラメーターの設定値を変更する
に は、Attackま た は Sens の 下
のファンクション・ボタンを押しま
す。押したほうのパラメーターが
ハイライト表示になります。

⑦　�エンコーダー・ノブを回すと、設
定値が変わります。

⑧　エンコーダー・ノブを押すと、設定
値が確定します。

⑤　画面の Edit の下にあるファンク
ション・ボタンを押します。するとリミッ
ターのパラメーター画面が開きます。

リミッターは基本的に、非常に短いア
タックと比較的短いリリースの高速コン
プレッサーです。Attack はリミッター
が反応スピード、Sens はリミッターが
作動する信号レベルです。

INFOVIEW の OVERVIEW ボ タ ン を
押すと、オーバービューの画面表示に
戻り、LIMiter が AUX1 にアサインさ
れていることが確認できます。

⑨　ダイナミクスのプロセッサーをオフ
にするには？

�DYNAMICS セクションの点滅している
ボタンを押します。

				     
	
�

す る と プ ロ セ ッ シ ン グ が キ ャ ン セ
ル さ れ、ボ タ ン の 点 滅 は 止 ま り、
画 面 に「OFF」が 大 き く 表 示 さ れ 
ます。

3つのダイナミクス・プロセッ
サーを同時使用できます。どう
ぞお忘れなく。

AUX1やAUX2でモニター・ミ
ックスを作成する場合、コンプ
レッサーやリミッターが使用で
きますので非常に便利です。
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ダイナミクスの設定を保存する
①　ダイナミクスのパラメーターをエ
ディットしましたら、MENU ボタンを
押します。ボタンがグリーンに点灯しま
す。

②　 画 面 に は、Save as User Type
とErase User Type の 2オプションが
表示されます。

Selectの下のファンクション・ボタンを
押してSave as User Typeを選択しま
す。

③　 ▲、▼ の 下 の ファンクション・
ボタン、またはエンコーダー・ノブで
Emptyを選び、Select の下のファンク
ション・ボタンを押します。

④　Save の下のファンクション・ボタ
ンを押すと、エディットした内容が保存
されます。

ダイナミクスのパラメーター設定は、グ
ロー バ ル・メニュー の Save Scene、
Memorize Modeでも保存できます。

 

保存したダイナミクスの 
プリセットを呼び出す
保存したダイナミクスのプリセットを呼
び出すには、上記のステップ 3.で選択
したプリセット番号を選択します。
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Main L/R、AUX1、AUX2 には 2タイ
プのデジタル・イコライザーのいずれ
かを使用できます。9-band Graphic 
– Wide は、約 2オクターブバンドの 9
バンド・グラフィック・イコライザーで
す。31/9-band Graphic – Narrow

は、SoundLinkミキサー独自
のもので、1/3オクターブバン
ドから9 つの帯域を選択して
調整できるタイプのグラフィッ
ク・イコライザーです。 

ワイド9バンドEQはPAやモニターの全体的な音質補正に適しています。

31バンドEQは狭い帯域をシャープに補正できます。

実用上の観点で言えば、ほとんどの問題は9つの狭い帯域をシャープに補正すること
で解決できます。問題の帯域はスペクトラム・アナライザーで見つけることができます。

デジタルEQ
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デジタル・コントロール EQタイプの選択
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9 バンドEQ モードには 2タイプのバン
ド幅（WideとNarrow）が あり、メイ
ンPA やモニター回線の全体的な音質
補正に便利です。

EQセクションではNarrow
か W i d e モ ードの い ず れ
かを使用できますが、両方
を 同 時 に 使 用することは
できま せ ん 。言 い 換 え れ
ば、WideバンドとNarrow
バンドの同時使用はできま
せん。  

必 要 に 応じて、Status Overview 画
面でEQ の使用状況をチェックできま
す。

①　EQをかけたいバスをMain L/
R、AUX1、AUX2 から選択します。

�すると、9 バンドEQ の画面が表示さ
れます。

②　MENU ボタンを押します。

メニュー・オプションが画面に表示され
ます。

③　Select の下のファンクション・ボ
タン、またはエンコーダー・ノブを押し
て、Select EQ Modeを選択します。

④　�画 面 表 示 が Wide / Narrow 選
択に切り替わります。＞、＜のファ
ンクション・ボタン、またはエン
コーダー・ノブでどちらかを選択し
ます。

	� 選択後、Select の下のファンク
ション・ボタン、またはエンコー
ダー・ノブを押して選択を確定し
ます。

⑤　Wide / Narrow の 選 択 を 確 定
させると、画面表示は EQメニューに戻
ります。Exit の下のファンクション・ボ
タンを押してEQ モードの選択は完了
です。
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9バンドEQの調整 
（Wideモード）

①　EQを か け た い バ スをMain L/
R、AUX1、AUX2 から選択します。

すると、9 バンドEQ の画面が表示され
ます。

②　�9 個のファンクション・ボタンから
レベルを調整したいバンドのファ
ンクション・ボタンを押して選択
します。すると、そのバンドがハイ
ライト表示になります。

③　エンコーダー・ノブを回して、その
バンドのブースト/カット量を調整しま
す。

�そのバンドの設定値をリセットしたい
場合は、RESET ボタンを押します。

④　�そのバンドの設定が終わりました
ら、別の調整したいバンドのファ
ンクション・ボタンをおすか、

	� EQをかけたいバスを選択する
か、

�	 �EXIT のファンクション・ボタン
を押してEQ 作業を終えます。

デジタル・コントロール EQタイプの選択
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NarrowモードEQ 
（31/9バンド）の調整

①　Wide/Narrow の 選 択 画 面 で
Narrowを選択します。Narrow がハ
イライト表示に鳴っていることを確か
めてください。

②　Select のファンクション・ボタン
を押してNarrowを選択します。

すると、下図のような画面表示に切り
替わります。

③　Exit のファンクション・ボタンを
押します。

ここまで進みますと、画面表示は下図
のようになります。9 バンドEQ が表示
され、画面右上部分に Narrow の表示
が出ます。

この画面に表示されている9 つの各バ
ンドは、帯域幅の狭い各バンドへの「入
口」になっています。

④　�調 整した い「 入 口 」の 下 に ある
ファンクション・ボタンを押しま
す。

⑤　 エ ン コ ー ダ ー・ノブ を 押 して、
31/9EQ（Narrow）モ ードに 入りま
す。

⑥　エンコーダー・ノブを回して、選択
した「入口」の周波数レンジ（図の例で
は 80Hz-200Hz のレンジ ）から1/3
オクターブバンドを選択します。

デジタル・コントロール EQタイプの選択
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NarrowモードEQの調整 
（つづき）

⑦　エンコーダー・ノブを押して1/3
オクターブバンドの選択を確定します。
この時、9 バンドの画面表示に戻りま
す。

⑧　エンコーダー・ノブを回して、選択
したバンドのブースト/カットを調整し
ます。

⑨　�エンコーダー・ノブを押して31/9
（Narrow）EQ モ ー ド の 画 面
に 戻り、調 整した 結 果を画 面で
チェックします。

デジタル・コントロール EQタイプの選択

EQのアサイン先（Main L/R、AUX1、AUX2）

EQのアサイン先（Main L/R、AUX1、AUX2）

EQのアサイン先（Main L/R、AUX1、AUX2）

ブースト/カット量

ブースト/カット量

ブースト/カット量

31バンド内での
ブースト/カット
量のグラフィック
表示

31バンド内での
ブースト/カット
量のグラフィック
表示

31バ ンド 内 で の
ブースト/カット量
のグラフィック表示

（この図ではブー
スト/カットなし）

バンド番号
（全9バンド）

バンド番号
（全9バンド）

バンド番号
（全9バンド）

9バンドEQ画面で選択したバンド

9バンドEQ画面で選択したバンド

9バンドEQ画面で選択したバンド

31/9バンドNarrowモードでのバンド
（実際に調整しているバンド）

31/9バンドNarrowモードでのバンド
（実際に調整しているバンド）

31/9バンドNarrowモードでのバンド
（実際に調整しているバンド）
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EQセッティングを呼び出す
ライブ会場や礼拝堂の音響特性を補正
すべく、苦心して作り上げた 1/3オク
ターブバンドの細かな EQ セッティング
を、使う都度作り直すのは絶対に避け
たいと思うのが人情です。メインPA だ
けでもそうなのに、さらにモニター回
線用の AUX1 や AUX2 の EQ セッティ
ングもあれば、なおさらやり直しは避
けたいです。そんな時は、EQ セッティ
ングを保存して呼び出せば良いので
す！

次のページでは、保存した EQ セッティ
ングを呼び出す手順をご紹介します。

49

EQのセッティングを保存する
最 大6つ のEQセッティン グ をUser 
Typeとして保存できます。

①　MENU ボ タンを 押します。セッ
ティング・メニューが開きます。

②　エンコーダー・ノブを回してSave 
User Settingsを選び、エンコーダー・
ノブを押して選択を確定します。

▲、▼のファンクション・ボタ
ンを押してメニュー・アイテ
ムを選び、Selectのファンク
ション・ボタンで選択を確定
する方法もあります。

何も保存していない状態では、各ユー
ザー・タイプにはEmptyが表示されま
す。

Save のファンクション・ボタンを押す
と、EQ セッティング が 選 択した ユ ー
ザー・タイプに保存されます。

保存済みのユーザー・タイプを選択し
た場合…

…上書き保存されてしまいます。

別の Empty になっているユーザー・タ
イプを選びましょう。

保存せずに元の画面に戻
るには、EXITボタンを押す
か、Exitのファンクション・ボ
タンを押します。

デジタル・コントロール EQタイプの選択
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EQセッティングを呼び出す 
（つづき） 

①　EQUALIZER セ ク シ ョ ン の
MAIN L/R、AUX1、AUX2 ボ タン を
いずれかを押して、これから呼び出す
EQ セッティングをかけたいバスを選択
します。

②　�MENU ボタンを押します。画面に
メニューが表示されます。

③　 エ ン コ ー ダ ー・ノブ を 回 し て
Load User Settingを選び、エンコー
ダー・ノブを押して選択を確定します。

▲、▼のファンクション・ボ
タンでメニュー・アイテムを
選び、Selectのファンクショ
ン・ボタンで選択を確定する
方法もあります。	

④　エンコーダー・ノブを回して使用
したい EQ セッティングを選び、ノブを
押して選択を確定します。

呼び出さずに元の画面に戻
るには、EXITボタンを押す
か、Exitのファンクション・ボ
タンを押します。

デジタル・コントロール EQタイプの選択
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呼び出した EQ セッティングが選択し
たバスにかかります。

フィードバック・サプレッサーの
ルーティング設定
フィードバック・サプレッサーは自動式
のノッチ・フィルターで、フィードバック
が発生している帯域を検出し、非常に
狭いバンド幅のノッチ・フィルターをか
けてフィードバックを抑えます。フィード
バック・サプレッサーには特にパラメー
ターはなく、オンにすればただ動作あ
るのみです。

一般的なフィードバック・サプレッサー
は、作動時にデジタル・ノイズが発生す
ることがありますが、飽くまでも自然に
フィードバックを抑えるべくコルグが開
発したサプレッサーは、そうした一般的
なものよりも遥かにナチュラルにフィー
ドバックを抑えることができます。

コントロールできる要素は、フィード
バック・サプレッサーを使用するバス

（Main L/R、AUX1、AUX2）の 選 択
だけです（3 つ全部に使用することも可
能です）。

フィードバック・サプレッサーを Main 
L/R に使用すれば、マイク・ポジション
や大まかに設定したレベル設定で不意

に起こりがちなフィードバックを抑える
のに完璧です。

また、AUX1 や AUX2をモニター回線
用に使用する場合は、フィードバック・
サプレッサーを常時オンにしておくこと
をお勧めします。フロア・モニターやイ
ヤ・モニターでのフィードバックを抑え
ることは、ミュージシャンの耳を守ると
いう意味でも非常に重要です。

ミックスする会場の音響特
性によっては、フィードバッ
ク・サプレッサーの反応が
遅かったり、フィードバック
の減衰量が足りない場合が
あります。そのような場合に
は、NarrowバンドEQを併
用してフィードバックを抑え
ることができます。

①　FEEDBACK セ ク シ ョ ン の AN-
TI-FEED ボタンを押します。ボタンを押
すたびにフィードバック・サプレッサー
のオン、オフが切り替わります。

オフにすると、フィードバック・サプレッ
サーはかかりません。

デジタル・コントロール フィードバック・サプレッサー
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③　各バス（MAIN、AUX1、AUX2）
の下にあるファンクション・ボタンを押
して、そのバスに対するフィードバック・
サプレッサーのオン、オフを切り替えま
す（画面表示の USEでオン、OFFでオ
フ）。

この時、すべてのバスでOFF
を選択することはできませ
ん。フィードバック・サプレッ
サーをまったく使用しない
場合は、ANTI-FEEDボタン
をオフにしてください。

②　�Freq.Lock の 下 のファンクショ
ン・ボタンを押すと、Locked（ロッ
ク）、Unlocked（アンロック）が
切り替わります。

フィードバック・サプレッサ
ーをオフにしたり、本機の電
源をオフにしたりすると、ロ
ック設定は自動的にアンロ
ックになります。

②　�次 に、FEEDBACK セクション に
あるボタンを押して、フィードバッ
ク・サプレッサーを使用するバス
の選択画面に移ります。

フィードバック・サプレッサーの
状態をロックする
フィードバック・サプレッサーはサウン
ドを常時監視し、フィードバックが発生
する都度処理をしますが、監視動作を
オフにして、ノッチ・フィルターの周波
数にロックをかけることもできます。

例えば、マイクや楽器等の位置が固定
の場合、フィードバックが新たに発生す
る可能性は低くなりますので、リハーサ
ル / サウンド・チェックが終わった時点
でノッチ・フィルターの周波数にロック
をかけることで、本番での微妙な音質
変化を回避することができます。

①　FEEDBACK セクションの SETUP
ボタンを押します。フィードバック・サ
プレッサーの設定画面が開きます。

デジタル・コントロール フィードバック・サプレッサー
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グローバル・メニュー 
（シーン・メモリー、設定、初期
化）
ミュート・グループの設定、AUX1と2
のダイナミクスの設定、グラフィック・
イコライザーの細かな調整、フィード
バック・サプレッサーの 設 定、そして
Hall Warmリバーブのエディットも完
了したとします。

さて、こうした大量の各種設定を次のラ
イブで、礼拝で、プレゼンテーションでま
たやりたいですか？　当然ノー！ですよ
ね。

そこで便利なのがグローバル・シーン・
メモリーです。

GLOBALメニューの Save Sceneと、
Memorize Modeでは、以 下 の セッ
ティングを保存できます。

●ミュートのオン/オフ
　　■各チャンネルのミュート
　　■FXバスのミュート
　　■ミュート・グループ
　　■BREAK

　　■ミュート・グループの内容

●ダイナミクス

グローバル・メニュー内の各種アイテム

Load Scene Save Sceneで保存したシーンの呼び出し

Save Scene デジタル・セクション（ダイナミクス、EQ 等）の設定を保存（最大 10タイプまで）

Erase Scene Save Sceneで保存したシーンの削除

Memorize Mode 本機の電源をオフにする前のデジタル・セクションの各種設定（ダイナミクス、
EQ 等）を、次回の電源投入時にそのまま引き継ぐか、リセットするかを設定しま
す。
Memorize：以前の設定を引き継ぎます。
Reset：以前の設定はリセットされます。
設定した直後（約 10 秒）に本機の電源をオフにすると、その設定は保存されない
場合がありますのでご注意ください。

LCD Contrast 画面のコントラスト（輝度）を1-26 の範囲で調節

Level Meter Mode レベルメーターの表示速度を設定します。
Normal Slow：メーターの動きが若干遅くなります。
Normal Fast：メーターの動きが速くなります。
Peak Slow：ピークホールド付きで遅めの動き
Peak Fast：ピークホールド付きで速い表示

Analyzer Mode スペクトラム・アナライザーの表示速度を設定します。
Normal Slow：メーターの動きが若干遅くなります。
Normal Fast：メーターの動きが速くなります。
Peak Slow：ピークホールド付きで遅めの動き
Peak Fast：ピークホールド付きで速い表示

Reset to Default デジタル・セクションのパネル設定を初期設定値に戻します。
（各エフェクトのユーザー・メモリー、シーン・メモリーの内容は消去されません）

Clear User Memory 各エフェクトのすべてのユーザー・メモリー、シーン・メモリーを消去します。

Factory Reset 本機の各種設定を工場出荷時の状態に戻します。すべてのメモリー内容が消去さ
れます。

System Update 本機のシステム・アップデートを実行します。
アップデート・ファイルはコルグ・ウェブサイトからダウンロードできます。アップ
デートの手順等の詳細につきましては、アップデート・ファイルに付属のドキュメ
ントをご覧ください。

● GEQ、DFX の設定
　■オン/オフ
　■タイプ
　■パラメーター設定

●フィードバック・サプレッサーを使用す
るバス

●現在の画面表示

グローバル・シーンの保存

①　GLOBAL ボタンを押します。

デジタル・コントロール グローバル・メニュー
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②　グローバル・オプションのメニュー
が表示されます。

③　▲、▼のファンクション・ボタン、ま
たはエンコーダー・ノブでSave Scene
を選びます。

	

�Selectのファンクション・ボタンを押し
て選択を確定します。

すると、画面表示がユーザー・スロット
に切り替わります。
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④　空き（Empty）のユーザー・スロッ
トを選びます。

⑤　Saveのファンクション・ボタンを
押してグローバル・シーンを保存します。

グローバル・シーンの呼び出し
�①　GLOBALボタンを押します。

�②�　▲、▼のファンクション・ボタン、
またはエンコーダー・ノブでLoad 
Sceneを選びます。

�Selectのファンクション・ボタンを押し
て選択を確定します。

�

③　▲、▼のファンクション・ボタン、
またはエンコーダー・ノブで保存したグ
ローバル・シーンを選択します。

その他のグローバル・オプショ
ン
よく使うコマンドは Save Scene、Load 
Scene、Erase Sceneの3つに集中す
るかと思いますが、グローバル・メニュー
をスクロールしていくと、他にも豊富な
オプションがあります。

Memorize Mode：デジタル・セクショ
ンの以前の設定状態（ダイナミクスや
EQ等）を、本機の電源投入時に引き継
ぐか、リセットするかを設定できます。

・Memorize：�以前の設定が引き継が
れます。

・Reset：設定がリセットされます。

デジタル・コントロール グローバル・メニュー
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LCD Contrast：これは思った以上に
便利です。特に日中のライブや、逆に会
場が極めて暗い場合に便利です。

Level Meter Mode：メイン の LED
レベルメーターの表示方法を設定しま
す。

Normal の 場 合、-15 か
ら 最 大 レ ベ ル まで つ な
がった表示をします。つま
り、従 来 からある表 示 方
式です。

SlowとFast は、信 号 の
レベル変化に対する反応
スピードです。

Peak は、その瞬間の最大
レベルのみを表示します。
このモードは、レベルメー
ターを見ながら他の作業
もする必要がある場合に
便利なこともあります。

最大レベルという最も重
要な情報のみを表示しま
すので、最大レベルがオー

バーロードにどれだけ近付いている
か、だけが分かるような表示方式です。

Analyzer Mode：「海 のものとも山
のものともつかない」とは言え、アナラ
イザーは SoundLinkミキサーのデジ
タル・セクションの要のパートであるこ
とは間違いありません。このスペクトラ
ム・アナライザーは、帯域別の信号レ
ベルの大きさを 24 バンドに分けて表
示します。

通常、メインPA に出力されるMain 
L/R の信号で使用します。計測マイク
を接続してPA の音に対して会場がど
のように「反応」、つまり音響特性に
なっているかを視覚的にチェックでき
ます。フィードバックの問題解消や、低
音域がブーミーになっている状態を抑
えるのにも便利です。

Slow/Fast NormalとSlow/Fast 
Peakとでは表示挙動が大きく異なり
ます。どちらの 場 合でもFast モード
では反応が非常にクイックになります
が、場合によっては全体的な音響特性

を見るのには動きが速過ぎることもあ
ります。そうした場合は、Slow モード
をお使いください。

さて、ここからは危険極まりないセク
ションに突入します。とにかく危険で
す。危険ですし要注意です。以下のオプ
ションをご使用の際は、十分すぎるほ
ど十分にご注意ください。

Clear User Memory：すべてのユー
ザー・メモリーと各エフェクトのシーン・
メモリーを消去します。

Reset to Default：デジタル・セクショ
ンのパネル・セッティングをすべて初
期化状態にリセットします。

このオプションでは、ユーザ
ー・メモリーと各エフェクトの
シーン・メモリーは消去され
ません。

デジタル・コントロール その他のグローバル・オプション
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Factory Reset：本 機 全 体 の 設 定を
工場出荷時の状態に戻します。この時、
すべてのメモリーは消去されます。映画

『メン・イン・ブラック』のニューララ
イザーのようなものです。

System Update：本機のシステム・
アップデートを実行します。アップデー
ト・ファイルはコルグ・ウェブサイトか
らダウンロードできます。アップデート
手順などの詳細は、アップデート・ファ
イルに付属のドキュメントをご参照くだ
さい。

Factory Reset（工場出荷時の
状態に戻すこと）について
ファンクション・ボタンの左端のボタン
と、EXIT ボタンを押しながら電源をオ
ンにすると、本機全体の設定を工場出
荷時の状態に戻すことができます。

デジタル・コントロール その他のグローバル・オプション

Notes
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本機の動作がおかしいな？と思いましたら、以下の項目をチェックしてください。 
表内の対処法でも問題が解決しない場合や、問題がそもそもこの表にないという
場合は、本機の電源をオフにし、電源コードをコンセントから取り外して、コルグ
お客様相談窓口にお問い合わせください。

問題 原因 対処法

電源が入らない 本機が発電機やスイッチ付きの電源
タップに接続されていて、それらの 
スイッチがオフになっている。

発電機や電源タップのスイッチを 
オンにします。

音が出ない ソース機器（楽器やマイク等）が 
本機に正しく接続されていない。

ソース機器との接続をチェックしま
す。

ソース機器（楽器やマイク等）を 
接続しているケーブルがショートや 
断線している。

ソース機器との接続をチェックし、 
必要に応じてケーブルを交換しま
す。

ゲインまたはフェーダーが正しく設
定されていない。

接続した機器のチャンネルの 
GAINノブとチャンネル・フェーダー、
SUB GROUP MASTERフェー
ダー、MAIN MIX（L/R）フェーダー
で 
レベルを調節します。

音が出ないチャンネルの出力がオフ
になっている。

音が出ないチャンネルの 
MUTE ボタン、バス・アサイン・ 
スイッチや、MUTE GROUP ボタン、
BREAKボタンの状態をチェックしま
す。

AUX OUT から 
音が出ない

AUX 1-4 の各バスの信号レベルが 
正しく設定されていない。

音が出ないチャンネルの 
AUX (1-4) SENDノブで信号レベル
を調節します。

PHONESと 
MONITOR OUT から
音が出ない

音が出ないバスの AFL がオフに 
なっている。

AFLスイッチで音が出ないバスの
AFL 機能をオンにします。

使用していないチャンネルの 
PFL 機能がオンになっている。

使用していないチャンネルの 
PFLスイッチをオフにします。

音が極端に小さい、 
または歪んでいる、 
あるいはノイズが多い

ゲインやフェーダーが正しく設定さ
れていない。

当該チャンネルの GAINノブと 
チャンネル・フェーダー、 
SUB GROUP MASTERフェー
ダー、あるいは MAIN MIX（L/R）
フェーダーでレベルを調節します。

ソース機器（楽器等）の出力レベル
が正しく設定されていない。

ソース機器の出力レベルを再調節 
します。

コンプレッサーまたはエフェクトが 
極端な設定になっている。

当該チャンネルの COMPノブや 
FX SENDノブを再調節します。

ソース機器が同じチャンネルの XLR
と標準ジャックの両方に接続してい
る。

同じチャンネルの両方の端子に接続 
しないでください。使用できるのは 
どちらか 1 つだけです。

コンデンサーマイクを使用していて
ファンタム電源がオフになっている。

48V MIC PHANTOMスイッチを 
オンにします。

音が不安定に聴こえる コンプレッサーが極端な設定になっ
ている。

当該チャンネルの COMPノブを 
再調節します。

ステレオ音声の 
左右の音量が不安定に
聴こえる

左右の音量バランスが正しく設定さ
れていない。

当該チャンネルの PANノブを再調
節します。

ソース機器の左右チャンネルの接続
に違うケーブルを使用している。

ソース機器の左右チャンネルの接続
には、同種のケーブルをご使用くだ
さい。

レベルメーターが 
動作しない

使用していないチャンネルの PFL 機
能がオンになっている。

使用していないチャンネルの 
PFLスイッチをオフにします。

接続した iPhone/
iPad の音が出ない

iPhone/iPad が十分に充電されて
いない。

USB ポートに接続した iPhone/
iPad が本機に対応していない。

USB ポートに接続した iPhone/
iPad が本機に対応していない。

本機に対応した iPhone/iPadを 
ご使用ください。
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DYN（ダイナミクス）

タイプ 概要 パラメーター

P01: Limiter 過大入力を抑える

Attack：�圧縮が始まるまでの
時間を設定

Sens：感度調節

P02: Comp Hard
P03: Comp Soft

大音量を抑えて音量差を少なくし、
全体音量を上げる
Comp Hard は効果がより強く、
Comp Soft はより穏やかな効果

P04: NsGate 
Hard
P05: NsGate Soft

入力レベルが下がると出力をオフにして
ノイズを軽減
NsGate Hard は効果がより強く、
NsGate Soft はより穏やかな効果

Release：�出力がオフになるま
での時間を設定

Sens：�感度調節 
（カットしたいノイズに 
対するスレッショルド）

GEQ （グラフィック・イコライザー）

モード 内容

Wide（デフォルト） ワイド・タイプのグラフィック・イコライザー。
各バンド幅が広く、9 バンドで全帯域をカバーし、ミックス全体の音質補正に
適しています。各バンドの周波数は固定式です。

Narrow 1/3オクターブのグラフィック・イコライザー。
各バンド幅が狭いため、詳細な設定ができ、ライブ会場の音響特性に合わせた
音質補正や、フィードバック・マージンの向上に適しています。
各 9 バンドの周波数を設定でき、標準的な 31 バンドEQ の周波数ステップから
選択できます。

DFX（デジタル・エフェクト）

タイプ 内容 パラメーター

P01: Rev Hall
P02: Rev Hall Warm

ホール・タイプのリバーブ。
"Rev Hall Warm" はウォームなトーン
です。

Time：リバーブ・タイム
HiDamp：高音域の減衰

P03: Rev Room
P04: Rev Room 
Warm

小サイズのルーム・リバーブ。
"Rev Room Warm" はウォームなトー
ンです。

P05: Rev Vocal
P06: Rev Vocal 
Warm

ボールに適したリバーブ。
:Rev Vocal Warm" はウォームなトー
ン

P07: Rev Stage
P08: Rev Stage 
Warm

中サイズのステージ・タイプのリバーブ。
"Rev Stage Warm" はウォームなトー
ン。

P09: Rev Plate
P10: Rev Plate Warm

プレート・タイプのリバーブ。
"Rev Plate Warm" はウォームなトー
ン。

P11: Rev Spring
P12: Rev Spring 
Warm

ギターアンプに内蔵されることがよくあ
るスプリング・タイプのリバーブ。
"Rev Spring Warm" はウォームな
トーン。

Time：リバーブ・タイム
Sway：�スプリングのモジュレー

ション量

P13: Delay Analog ウォームなトーンのアナログ・ディレイ。

Time：ディレイ・タイム
Feedback：�ディレイの 

リピート量

P14: Tape Echo ウォームなトーンとクリアなサウンドの
バランスが取れたテープ・エコー。

P15: Delay Standard スタンダードなデジタル・ディレイ。

P16: Delay SDD3000 コルグ SDD3000をモデリングしたクリ
アなデジタル・ディレイ。
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タイプ 概要 パラメーター

P17: Chorus ピッチを揺らした音を原音にミックスし、
深みのある音にします。
揺れのスピードを遅くするとユニゾン効
果に、揺れを速くするとビブラートのよう
な音になります。

Speed：�モジュレーションの 
スピード

Depth：�モジュレーションの 
深さ

P18: Flanger ジェット機が上空を通過した時のような、
うねりのある音にします。

P19: Exciter 高次倍音を強調して、より明るい音に 
します。

Tone：�ブーストする帯域の 
周波数

P20: Sub Bass 原音よりも低い音程の成分を生成して 
低音域を強調します。

Sens：入力信号に対する感度
Decay：�サブベース音の 

減衰強度

P21: Sine 1kHz テストトーン（1kHzサイン波） Level：�テストトーンの 
信号レベル

このタイプの選択時に不意に
音が出るのを防ぐため、デフォ
ルト値は「-INF」（無音）になっ
ています。

P22: Sweep Slow テストトーン（サイン波のスウィープ）

P23: Sweep Fast Sweep Slow はサイン波の周波数変化
が遅く、Sweep Fast は速く変化します。

P24: Noise テストトーン（ホワイト/ピンク・ノイズ） Color：ノイズのタイプ
Level：ノイズの信号レベル
このタイプの選択時に不意に
音が出るのを防ぐため、デフォ
ルト値は「-INF」（無音）になっ
ています。

セクション メモリー番号 タイプ

DYN (DYNAM-
ICS)

U01–U10 ユーザー・タイプ
（MAIN、AUX1、AUX2で共通）

GEQ (Graphic 
EQ)

U01–U06 ユーザー・セッティング
（MAIN、AUX1、AUX2で共通）

DFX U01–U30 ユーザー・タイプ

GLOBAL U01–U10 シーン・メモリー

保存可能な設定
グローバル・メニューの Save SceneとMemorize Modeでは、以下の設定
が保存されます。

■MUTEの オ ン/オ フ： 各 チ ャ ン ネ ル のMUTE、FX MUTE、MUTE GROUP、

BREAK■MUTE GROUPの内容

■DYN、GEQ、DFX の設定：ON/OFF、タイプ、パラメーター

■FEEDBACKの設定：使用バスの選択

■現在の画面表示

デジタル・エフェクト メモリー設定
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ブロック・ダイアグラム
MW-1608 / MW-2408
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周波数特性 20 Hz – 20 kHz +0.5/-1.5 
dB

定格出力、1kHzリファレンス

全高調波歪率（THD+N） MAIN OUT 0.004 % 1kHz、+24dBu、GAIN 最小

ノイズ
（A-weight-
ed）

入力換算
ノイズ（EIN）

INPUT to  
MAIN OUT

-128 dBu MIC IN、GAIN 最小

残留ノイズ MAIN OUT -94 dBu マスター・フェーダー：最小

SUB GROUP OUT -102 dBu

AUX OUT -93 dBu

バス・ノイズ MAIN OUT -70 dBu マスター・フェーダー：平均
バス・アサインスイッチ：オフSUB GROUP OUT -80 dBu

AUX OUT (1–2) -64 dBu マスター・ノブ：平均
AUX SENDノブ：平均

AUX OUT (3–4) -69 dBu

アナログ入力
仕様

インピーダンス 入力レベル コネクター

入力 適合ソース 定格レベ
ル

最大レベ
ル

MIC IN
（チャンネル）

3k Ω 50 –600
Ω

-10  to 
-60 dBu

+12 to 
-38dBu

形状：XLR-3-31
信号：モノラル（バランス）

LINE IN
（チャンネル）

30k Ω 600 Ω +10 –  
-40 dBu

+32 to 
-18 dBu

形状：�6.3mmフォーン・ 
ジャック（TRS）

信号：モノラル（バランス）

MIC IN
（トークバック）

1.1k Ω 50 –600 
Ω

-55 dBu -18 dBu 形状：XLR-3-31
信号：モノラル（バランス）

STEREO IN 2k Ω 600 Ω - -3 dBV 形状：�3.5mmフォーン・ 
ジャック（TRS）

信号：ステレオ（バランス）

クロストーク 入出力間
（MAIN L/R）

-70dBu 1kHz、バンドパス・フィルター

隣接入力チャン 
ネル・ストリップ
間

-95 dBu 1kHz、バンドパス・フィルター

アナログ出力 
仕様

インピーダンス 出力レベル 端子仕様

出力 定格インピー
ダンス

定格 最大

MAIN OUT 75 Ω 600 Ω +4 dBu +26 dBu 形状：�XLR-3-32、6.3mm
フォーン・ジャック

（TRS）
信号：モノラル（バランス）

SUB GROUP 
OUT

75 Ω 10k Ω +4 dBu +22 dBu 形状：�6.3mmフォーン・
ジャック（TRS）

信号：�モノラル（インピー
ダンスバランス）

MONITOR 
OUT

75 Ω 10k Ω +4 dBu +22 dBu 形状：�6.3mmフォーン・ 
ジャック（TRS）

信号：�モノラル（インピー
ダンスバランス）

PHONES OUT 110 Ω 32 Ω - 100 mW 
@32 Ω

形状：�6.3mmフォーン・
ジャック（TRS）

信号：�ステレオ 
（アンバランス）

AUX OUT 75 Ω 600 Ω +4 dBu +26 dBu 形状：XLR-3-32
信号：モノラル（バランス）

MUSICIAN'S 
PHONES OUT

110 Ω 32 Ω - 100 mW 
@32 Ω

形状：�6.3mmフォーン・
ジャック（TRS）

信号：�ステレオ 
（アンバランス）

デジタル入出力仕様 対応規格 オーディオフォーマット 端子仕様

USB IN/OUT USBオーディオ・
クラス1.0

44.1/48kHz、
16/24ビット、ステレオ

形状：USB Type-B
通信：USB 2.0

仕様
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オーディオ・チャンネル

入力 チャンネル モノラル・ストリップ 8 系統（8ch）

ステレオ・ストリップ MW-2408：8（16ch）
MW-1608：4（4ch）

AUX 入力 STEREO IN １系統（2ch）

TALKBACK 1 系統

内部バス MAIN 2 ch

SUB GROUP 8 ch

AUX 4 ch

FX 1 ch

MONITOR 2 ch

出力 ライン MAIN 2 ch

SUB GROUP 8 ch

AUX 4 ch

MONITOR 2 ch

ヘッドフォン MUSICIAN'S PHONES 2 系統

PHONES 1 系統

USB USB IN 1 系統（2ch）

USB OUT 1 系統（2ch）

マスター機能、システム機能

シグナル
モニター

レベルメーター 2x12 LED、ピークホールド機能
レベル：OL、15、12、9、6、3、0、-3、-6、-9、-12、-15

アナライザー 24 バンド・スペクトラム・アナライザー、ピークホールド機能

フィードバック・サプレッサー 高速フィードバック・サプレッサー（3 系統）、バス選択機能、
動作ロック機能

ミュート・
コントロール

MUTE GROUP プログラム機能
メモリー数：4

BREAK 入力セクションの全バスをミュート（MONITOR（PFL）を除く）

シーン・メモリー デジタル・セクションとミュート設定の保存 / 呼び出し
メモリー：10 ユーザー・シーン

電源

定格入力電圧 AC100-240V、50/60Hz

最大消費電力 45 W

ファンタム電源 +48 V

推奨動作温度範囲

0ºC – 40ºC

仕様
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付属品およびオプション

付属品 電源コード、取扱説明書（クイック・スタート・ガイド）、
iZotope RX Elementsライセンス・カード

オプション ラックマウント・
ハードウェア

MW-001（MW-2408 のみ）

フットスイッチ ペダル・スイッチ PS-1、PS-3

NOTE

製品の仕様および外観は予告なく変更することがあります。

ラックマウントについて（MW-2408のみ）
MW-2408 は、オプションのミキサー・ブラケットを使用して、EIA 規格 19イン
チ・ラックに組み込むことができます。

ラックに組み込む場合、最低 12U（約 533mm）のスペースが必要となります。
リアパネルのケーブル類接続のためのスペースを確保する場合は、14U（約
623mm）のスペースを確保してください。ラックに組み込む際は、配線や放熱
を考慮に入れた十分なスペースを確保してください。

ラックへの組み込み作業は、安全のため必ず大人2名以上で行って
ください。

ラ ッ ク に 組 み 込 む 際 は 、本 機 の 過 熱 防 止 の た
め 、通 気 ス ペ ー ス（ 1 0 c m 以 上 ）を 空 け て く だ さ
い 。同 じ ラ ッ ク に 他 の 機 器 も 組 み 込 む 場 合 は 、 
本機と他の機器との間を1U以上空けてください。

本機が過熱すると故障や火災の原因になることがあります。十分に 
ご注意ください。

本機をラックに組み込む前に、すべてのケーブル類を本機から取り
外してください。

ケーブルを接続したままラックへの組み込み作業を行うと、周囲の
ものを倒したり、落としたりすることがあり、場合によっては感電や
故障の原因になります。

本体

外形寸法
（突起物を除く）

MW-2408 480 (W) x 530 (D) x 187 (H) mm
サイドパネルを除く本体幅：440mm

MW-1608 396 (W) x 530 (D) x 187 (H) mm
サイドパネルを除く本体幅：356mm

質量 MW-2408 9.3kg

MW-1608 8.0kg

仕様 MW-2408をラックマウントにする
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①　本体両側面にあるネジ（6 箇所）を　　　
ドライバーで取り外し、サイドパネルを
外します。

②　ブラケットに付属のネジで、左右の
ブラケットを取り付けます。

ブラケットの取り付けには、
必ず付属のネジを使用し、
本機にしっかりと固定して
ください。

付属以外のネジをご使用の
場合、本機にしっかりと固定
できず、本機がラックから落
下して、ケガや故障の原因
になることがあります。

③　本機をラックに組み込みます。

Rack

© 2020 KORG INC. All Rights Reversed. 
本マニュアルに記載のすべてのブランド名、商品名、規格名、作品等の題名は、
各保有者の商標です。

MW-2408のラックマウント
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